
1 樹種共通の病害 

発生樹種 すべての樹種に発生するといってよいか、一般的には大粒 

種イの樹種よリも微粒～中粒種子の樹種に多発する。アカシア（Ac“α“ 

spp.)‘カランパヤン （クヒナカタマハナノキ） （んithocep加hIS 

c/li/lens摺） ，モクマオウ（Casitaitna eqursebりbha）ーユーかJ (Euta/yp/us 

spp ) ，シャイアントイピルイピル（Leucaena leucocゆlw/a) ，モルノカネ 

ム（Pthasene;泌es血ka如m) ，マツ（乃Il/IS sPP ）などが発生の多い樹種 

の代表である。 

診断の要点 苗畑て苗木の養成を始める時に、ます最初にぶつかる病 

気か苗立枯病てある。この病気は、土壌中に住んでいる病原菌によって 

起こされる。苗立枯病を起こす病原菌は一種類ではなく、苗畑士壌中に 

は常に複数の病原菌が住んでいて、土壌条件や気象条件、苗の生長段階 

なとによって、主に関与する病原菌の種類が異なってくる。苗立枯病の 

防除の，I［しさのーつは、“いま発井している被害の病原菌は何か”か外見 

I -からは判らないという点にある。 

秤了を播き付けてから掘り取リ山出Lまでの、いろいろな生長段階に 

苗立枯病の発生が見られるが、診断の基礎となる症状としては次の五つ 

のタイプに分けられる（図1). 

① 地巾腐敗(Seed rot, Pre-emergence rot） 播き付けた種子が病 

原菌に侵されて発芽せす終わるか、発芽しても地上に現れるまでに 

侵されて枯れてしまうものて、被害は発芽率の著しい低ド、あるい 

は団状の未発芽箇所の散発などの形で現れる。もともと種子に付着 

していた病原菌類(Seed molds）が好適な環境を得て病原性を発揮 

する場合と、播き付け床の土壌に生息している病原菌の侵害による 

場合とがある。 

1 樹種共通の病害

もえたちがれびよう

1)苗立枯病

発生樹種 すべての樹種に発生するといってよいか、一般的には大粒

種了の樹種よりも微粒~ 中粒種子の樹種に多発する。アカシア (Ac"""

spp.), カ ラ ンパ ヤ ン (クヒナカ タマバ ナ ノキ )( 舟射そ鑑eP/z"/′′s

メガノ捌朋S モ クマオ ウ (C〃s′!"′‘'7〃g翻 る可吻 /′〃), ユー カ リ (E〃m もめ′〃s

spp), シャイアン トイピルイ ピル (L釧 me'′"/e′rの " 力脳回 ,モル ノカネ

ム (Pm"sm 釧抜es丘z/伽加 ?α),マツ (P′〃′‘sspp) などが発生の多い樹秤

の代表である。

診断の要点 苗カー1て苗木の養成を始める--おこ、ます最初にぶつかる病

気か苗立科i捨てある。この病気は、土壌中に住んでいる病原菌によって

起こされる。苗立fお肉を起こす病原菌は一種類ではなく、苗畑t壌中に

‘土常に複数の病原菌が住んでいて、土壌条件や気象条件、品の生長段階

なとによっで、主に関与する病原菌の柿頬が異なってくる。菌立砧病の

防除の難しさの一つは、“いま発 4 している被害の病原菌は何か "か外見

Lからは判らないという点にある。

種了を柵き付けでから掘り取り山出しまでの、いろいろな生長段階に

苗立ヂ音痴の発生が見られるが、診断の基礎となる症状としては次の五つ

のタイプに分けられる (図‐1)。

① 地中腐敗 (Seed rot, Preemergence rot) 橋き付けた種子が病

原菌に侵されて発芽せす終わるか、発芽しでも地」に現れるまでに

侵されて枯れてしまうものて、被害は発芽率の著しい低ド、あるい

は団状の未発芽箇所の散発などの形で現れる。もともと種子に付着

しでいた病原菌類 (Seed n・olds)が好適な環境を得て病原性を発揮

する場合と、捲き付け床の土壌に生息しでいる病原菌の侵害による

場合 とがある。
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地中腐敗 b 首腐れ C 倒 伏 

d 根腐れ B すれ腐れ（地ぎわ土ばかま） 

図司 苗立枯病の症状のタィプ 

② 首鳩れ（Top rot） 発芽して地上に現れた幼苗の子葉の部分から 

変色か始まり腐敗か進行して柚全体が枯れる被害てある。苗かまた 

地中にあるうちに子菓か感染し、u也 に出てから病徴が現れたもの 

て、地中腐敗の延長と言えよう。発牛頻度は五つのタイプのうち最 

も少ない。 

③ 倒状(Posternergence rot, Damping一 off) 発芽幼苗の根系の基 

部が侵されて地際部分か細くくびれ、粘かばたばたと倒れる被害 

で、苗立枯れといえばこの倒状型の病気と言うはど発生頻度も高 

く、典型的な被害タイプてある。いったん発生すると集中的に被害 

か生じ、倒れた苗は短期間に腐敗消失するか、乾いて糸のように細 

くなる。このため箱播きでは発生すると一箱が全威することも稀て 

はない。直か播き床に発生するとあちこちに大小の円状の裸地（ハ 

ケ）が出来る（図版I-1)。 

④ 根腐れ（Root tot) 苗が少し大きくなリ、主根や地際の茎が木化 

して侵され難くなると、代わって細根か侵されるようになり、それ 

はしだいに根系全体に破及する。このような苗は地上部が徐之に水 

分を失って哀弱し、ついには萎れたり赤くなったりして枯れる。立 

　 　暮 i-　　　
　

　
　

　

c一
三

a b → c →

　　　　　　 　　　

d → e

a 地中腐敗 b 首腐れ c 倒 伏

d 根腐れ e すれ腐れ (地ぎわ±ばかま)

図‐1 苗立枯病の康正状のタイプ

② 首腐れ (Top rot) 発芽して地上に現れた幻"~~の子葉の部分から

変色か始まり腐敗か進行して苗全体が枯れる被箸てある。菌かまた

地中にあるうちに子集か感染し、地」4こ出てから病徴が現れたもの

て、地中腐敗の延長と言えよう。発生頻度は五つのタイプのうち最

も少ない。

⑧ 例状 (Post‐emergence rot,Damp1ng ‐off) 発芽幼菌の根系の基

部が侵されて地1祭部分か細くくびれ、菌かばたばたと倒れる被害

で、苗立枯れといえばこの側状型の病気と言うほど発生頻度も高

く、典型的な被害タイプてある。いったん発生すると集中的に被害

か生じ、倒れた歯は短期間に腐敗消失するか、乾いて糸のように細

くなる。このため箱播きでは発生すると一箱が全滅することも稀て

はない。直か橋き床に発生するとあちこちに大小の円状の裸地 (′＼

ヶ) が出来る (図版 1‐1)。

④ 根腐れ (Root 1ot) 菌が少し大きくなり、主根や地際の茎が本化

して侵され難くなると、代わって細根か侵されるようになり、それ

はしだいに根系全体に波及する。このような苗は地上部が徐々に水

分を失って衰弱し、ついには萎れたり魂、くなったりして枯れる。立
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II，病の語源はこのタィプの‘状から米ている．枯れないまでもm木 

か曇I‘して著しい生青小良となる．議害は慢性的にたらたらと発生 

するか、最終mには将苗小の著しい低下を招き、山出し植救計画に 

人きな支障を与える．乾燥や高熱あるいは過虚なと水分管理に手落 

ちがあると、苗が牛理的に哀弱を来たし、根腐れ被害は着しく助長 

される（図版1・2. 3). 

⑤ すそ嶋れ(Foot lot) 苗木の地際から5-10cm はと上のところ 

て、事か環状に侵され、そこからL部か萎れて枯れる被害てある。 

雨や雇水による泥はね（上ばかま）の中の病原曲か、まだ木化不十 

分の茎の部分を侵すために起こる．このタイプの被害発生翔度は根 

腐れ型に比へると低く、ボット台苗よりも直か播き床のほうが発生 

は多い．樹極によってすそ腐れ準の被害の発生時期は異なる． 

痢原菌と被書 上記の被害型に関して、“苗立枯病(Damping ofn と 

いうのは幼苗時札に発生する①～③の被害を指すのてあって．④と⑤の 

被宮はそれぞれ根腐痢、すそ腐病という独立した病気と考えるぺきであ 

る” という放見もある．帯かに主に関り・する痢原菌か①～③の時代と④ 

～⑤の時化とて異なる場合か多いことは氷実てある” 

わかmでは苗立枯病といえ‘よリソクトニア菌（RIizocIbJUO &山Hi 

Kuhn)，フサリウム菌(Fuson:nn spp )，キリントロクラゾウム菌 

(（こyhnds ocladmrn sco加nun: Mougan) の3属蘭が主な病原曲であるが、 

熱帯・●i熱帯地域ては若干事柿が異なってくる．勿論I 記3属菌による 

被害もあるが、さらに機毛菌の仲間てあるピンウム曲（乃ill加yt spp )や 

疫病菌（PI)yiophiliora Spp）による被害の多いことかーつの特徴である。 

の～③の幼苗戊階の被害は土としてリゾクトニア蘭、フザリウム苗、と 

ピシウム菌が関与し、④～⑤の火きくなった苗木の被害は、主としてフ 

ザリウム菌および疫病曲が関与する。なお、ののうちもともと押了に付 

着滞在していた曲頬による種子の腐敗においては、フサリウム菌、リゾ 

ク~ニア歯、ピンウム敵などの苗立枯病曲のほかに、炭そ病菌 
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キー』病の語源はこのタイプの症状から来ている。枯れないまでも苗木

か萎言宿して著しい生育イ・良となる。被害は慢件的にたらたらと発生

するか、最終的には得苗率の著しい低下を招き、山出し植栽計画に

人きな支障を与える。乾燥や高熱あるいは過湿なと水分管理に手落

ちがあると、菌が牛別贈り‘こ衰弱を来たし、根腐れ被害は著しく助長

される (図版 1‐2,3) 。

⑤ すそ腐れ (Foot 1ot) 苗木の旭際から 5~locnl ほと上のところ

て、茎か環状に侵され、そこから L部か萎れて枯れる被害てある。

雨や舵水による泥はね (」-ばかま) の中の病原-轟か、まだ木化不十

分の茎の部分を侵すために起こる。このタイプの被害発生頻度は根

腐れ型」に比へると低く、ポット育苗よr)も直か橘き床のほうが発生

は多い。樹種によってすそ腐れなりの被害の発生時期は異なる。

病原菌と被害 上記の被害型に関して、“苗立÷占病 (Dampmg off)と

いうのは幼苗=おLきこ発生する① ~③の被害を指すのてあって、④と⑥の

被含はそれぞれ根腐病、すそ腐豹という独立した病気と考えるべきであ

る" という意見もある。確かに主に関与する病原菌か①~③の-1針にと④

~⑤の-1村七とて異なる場合か多いことは事実てある。

わか匡1ては苗立社務内といえば リンクトニア菌 (たね′zoc′oi2m m′"′'‘

Kuhn フサ リウム前 (F′fs〃m〃〃 spp ), キ リン トロクラゾウム前

(q′廟 d′oc‘"〆′′〃〃scop〃'?欄ぞMOIgan) の 3属 前が主 な病原菌であるが、

熱帯・亜熱帯地域ては若干事1青が異なってくる。勿論 L記 3属菌による

被害もあるが、さらに鞭毛菌の仲間てあるピンウム曲 (乃城海〃spp) や

疫病菌 (Pたり′′op屑たのむspp) による被害の多いことか一つの特徴である。

① ~ ③の幼前段階の被害は主 としてリゾクトニア菌、フザ リウム菌、と

ピシウム菌が関与し、④ ~⑤の大きくなった苗木の被害は、主としてフ

ザリウム菌および疫病菌が関与する。なお、①のうちもともと軽了にィ」

着潜むしていた菌類による種子の腐敗においては、フサリウム前、リゾ

ク rニア菌、ピンウムー著iなどの苗立枯病菌のほかに、炭そ病菌
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にol/efoincluw: spp )，灰色かひ病I筆i (Bol,ytis emerea)，ポトリオテ4プ 

ロティア病菌(Bc,!り,odip/iu/ea llzeob,v,nae）などが関りLて議省を及は 

す。 

防除対策 苗立枯病の防除（予防と肌除）は環境制御（青苗管理）と藁 

剤防除の二つをうまく重ね合せて初めて威功する。 

I)育苗骨理 

a .桁播き、床播きともに厚播きを選け、発芽後の密度闘整か遅れ 

ないよう留意する。 

b 柏播き苗をポットに移植するに当たっては、苗を傷つけぬよう 

ii:意する． 

C 水分過剰を避け．札季に育苗する場合は特に織端な乾虚の反復 

にならないようにする． 

d チッソ質肥料の過多を避ける。 

e 除隼が遅れ女いようにする． 

I 上壌酸度か巾性～アルカI性のところでは弱酸性(pH 5）くら 

いに調節する． 

g 幼苗期はU光の直射を避け、口覆いをする． 

h 地温か30℃を嶋えてヒH十る場合には、敵水とロ覆いにより 

地胤の低下を図る． 

1 上ばかまがつかないよう散水には留意する． 

〕過湿で重粘なt壌では、オカ屑をt壤に3 1の割合て混入し、 

乾爆性と通気性を改良し’I歳抜を得た例かある。 

2）薬剤防除 

a 種子消寄 チウラム剤(thiuiam）かチウラム・ヘノミルa合剤 

(thiuram・ benomyl)のttt (Coating, Dressing.*T-IM 

の05-2%)、あるいは各250M液に一晩皮積した後、陰十しし 

てから播き付lうる．メチルセルロース系の化合物（methylー 

cellulose compound）を種子に固着させて（Peletting .a剤 
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(Co//〆第 7c/′′′m spp), 灰 色か ひ病菌 (βo′かねふcme だ"), ボ トリオティプ

ロティア病菌 (β〃あり〆の/odm′たのわノリ〃!"β) などが関与して被害を及ぼ

す。

防除対策 苗立砧病の1駆除 (予防と駆除)は環境制御 (育苗管理)と薬

剤防除の二つをうまく重ね合せて初めて成功する。

1)育苗管理

a ,箱橋き、床掻きともに厚橋きを避け、発芽後の密度調整か遅れ

ないよう留意する。

b 箱婚き苗をポットに移植するに当たっては、苗を傷つけぬよう

任意する。

c 水分過剰を避け、乾季に育苗する場合は特に極端な乾湿の反復

にならないようにする。

d チッソ質肥料の過多を避ける。

e 除草が遅れないようにする。

f 上壌酸度か「咽:~アルカリ性のところでは弱酸性 (PH5) くら

いに調節する。

g 勅苗期は LI光の直射を避け、ロ強いをする。

h 地温か 30℃を越えてヒ昇する場合には、散水とロ覆いにより

地温の低-ドを図る。

1 上ばかまがつかないよう散水には留意する。

i 過紐で重科iな土壌では、オカ層を‐1二壌に 3 1の割合て混入し、

乾燥翌戦と通気性を改良し好成績を得た例かある。

2)薬剤防除

a 種子 )南方 チウラム剤 (thlulam) かチウラム・ヘノミル混合剤

(thluram ・benonlyl) の粉衣 (Coatmg,Dresslng, 種 子 重量

の 05~2%) 、あるいは各 250倍液に一晩涙積 した後、陰十しし

てからす番きィ寸1うる。メチルセルロース系の化合物 (metl・yl‐

cellulose compound) を種 子に固着 させ て (Pelettlng, 粒 剤
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化）播き付ける力法もある。 

b 上壌消毒 箱播き用土壌およひ播き付け床上壌の威菌を行う。 

箱播き用や小規模苗畑ては、鉄板上で士壌を焼いて無曲化する 

のか（Soil burning，焼土法）最も簡単で効果も高いが、大規模 

苗畑では量的に処理か難しい。焼土により無菌化した土壌に苗 

立枯病曲が飛び込むと、競合する微生物かいないために舌染か 

急速に進み、播き付Ij苗が壊滅的打撃を受けることがあるので 

注意を要する。 

上壌消毒用の薬剤ではクロールピクリン（chiorpicrin) ,カ-

バム剤（carbam) などのカス煙蒸剤の注入（床面30cm千鳥問 

隔で深さ15cm の入に原液3mlを注人、土で塞ぐ）と被覆（ヒ 

ニール被覆または散水による水封）による土壌ガス燻蒸処理 

(soil fumigation）が最も効果かある。但し薬剤の毒性が強く、 

気温の高い熱帯ては原液かすぐ気化するので、作業には注意が 

必聖てある。播挿2週間前に処理しておかないと薬害を生す。 

ほかにはチウラム剤、キャプタン剤（captan) などの250-

400倍液を床面に3-BE /iwe在庄する力法がある。 

c ．立毛処理 苗が発芽した後に苗立枯病か発生した場合、蔓延聞 

止のため薬剤を膚注する。チウラム剤、キャプタン剤、ヒトロ 

キンイ ソキサゾール剤 （hydroxyisoxazo!) , PCNB 剤 

(pen tachloronitrobenzen）なとか中に用いられる。このうち 

ヒドロキシイソキサゾール剤はフザリウム菌に、PCNB剤はリ 

ソクトニア菌に選択的に効果のある薬剤である。 

診断の要点 主として苗木の根系および地際部の茎か侵される。樹皮 

と形成層か侵され、根冠部や茎の下部で病患部かひと巻きして巻き枯ら 
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化) 掻き付ける方法もある。

b 」二壌消毒 箱掻き川土壌およひ播き付け床上壌の滅菌を行う。

箱捲き用や小規模苗テー1}ては、鉄板上で一;壌を焼いて無菌化する

のか (SOI1 burn1ng, 舵‐ヒ法 )最も筒中で効果も高いが、大規模

苗火mでは量的に処理か靴しい。焼土によ 1)無菌化した土壌に苗

立枯病曲が飛び込むと、競合する微生物かいないために汚染か

急速に進み、掻き付け苗が壊滅的打撃を受けることがあるので

注意を要する。

」二壌消毒用の薬剤 では クロール ピクリン (ci・ーorpicrin) ,カー

バム剤 (carbam) などのカス煙蒸剤の住人 (床面 30cm 千鳥間

隔で深さ 15cm の穴に原液 3ml を佳人、土で塞ぐ) と被覆 (ヒ

ニール被覆または散水による水封) による土壌ガス煙蒸処理

(soーl fumigat1on) が最も効果かある。但し薬剤の毒性が強 く、

気温の高い熱楕ては原液かすく気化するので、作業には荏意が

必要である。橋挿 2週間前に処理しておかないと薬害を生す。

ほかにはチウラム剤、キャプタン剤 (captan) などの 250~

400倍液を床面に 3~88/ 畔‘在住する方法がある。

c ,立毛処理 苗が発芽した後に苗立枯病か発生した場合、蔓延1川

止のため薬剤を膚化する。チウラム剤、キャプタン剤、ヒトロ

キ ン イ ソ キ サ ゾ ー ル 剤 (hydroxy ・soxazol) , PCNB 剤

(pen亡ad・jorozmrobe1lze11) な とか主に用 い られ る。 この うち

ヒドロキシイソキサゾール剤はフザ リウム菌に、PCNB 剤はリ

ンクトニア菌に選択的に効果のある薬剤である。

びt」ゆうきんかくびょう

2)微粒菌核病

診断の要点 主として苗木の根系および地1察部の基か侵される。樹皮

と形成層か侵され、根冠部や茎の下部で病患部かひと巻きしで巻き枯ら
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しを起こすため、地上部全体か急速に萎れて枯れるU 苗立枯病の根腐れ 

型ないし」そ腐れ型の被害ときわめて似た症状を呈し、外見的な区別は 

困難である。しかし、枯死苗の地際茎または根の樹皮を剥いでみると、 

形成層部分の木部表面と樹皮内面に微小な黒色菌核か多教黒点状に形成 

されている特徴があるため、苗立枯病による被害と区別することが出来 

る。また、しばしは侵された根の樹皮や木質部に黒色の弗線を形成する 

（図2),温帯地域における本病の被害ははとんど苗木に限られるが、熱 

帯地域ては苗木たけでなく植栽した若木まで侵されるため、その被害が 

いっそう重要視されている。木木植物では被害苗樹皮下の形成層部分に 

おける黒色微小菌核の形成から微粒菌核病と命名され、草本植物では被 

害茎根か黒化することと英名の訳から炭腐病と名付けられた。 

」
 

① 』 語b

- 

a 根腐れ症状 b すれ腐れ症状 

え死部樹皮内面と木部表面の微小黒粒点（菌核） 

図-2 徹粒菌核病の症状と標徴 

発生生態 本病菌は本来熱帯性の土壌病原菌で、生育適温は30 -35 

℃にあリ、38℃ても良く牛青する。湿潤上壌よリ乾燥上壌を好むが、植 

物組織巾の菌核は土壌中で長く生有し、環境が好転すIuま発芽・生青し、 

角び健全植物の根系を侵害する。熱弗においてはほほー年を通じて発生 

するか、温帯から亜熱帯ては主に夏季に発生する。ことに夏季に地温が 

30℃を越えるところでは、苗立枯病菌よりも微粒菌核病菌のはうか優勢 

に繁殖して被害を起こす。温帯ては夏手に地艦かトがり易く、乾燥し易 
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しを起こすため、地上部全体か急速に萎れて枯れる。苗立↑占病の根腐れ

型ないしすそ腐れ型の被告ときわめて似た症状を呈し、外見的な区別は

困難である。しかし、枯死苗の旭際茎または根の樹皮を剥いでみると、

形成層部分の本部表面と樹皮内面に微小な黒色歯核か多数黒点状に形成

されている特徴があるため、苗立枯病による被害と区別することが出来

る。また、しばしは侵された根の樹皮や木質部に黒色の帯線を形成する

(図‐2)。温帯地域における本病の被害はほとんど苗木に限られるが、熱

帯地域ては苗木たけでなく植栽した若木まで侵されるため、その被害が

いっそう重要視されている。オ・本キー白物では被害苗樹皮下の形成層部分に

おける黒色微小繭核の形成から微粒菌核病と命名され、草本植物では被

害茎根か黒化することと英名の訳から炭腐病と名付けられた。

a 根腐れ症状 b すれ腐れ症状

c え死部樹皮内面と木部表面の微小黒粒点 (菌核)
図‐2 微粒菌核病の症状と標徴

発生生態 本病菌は本来熱帯性の土壌病原菌で、生育適温は 30~35

℃にあり、38℃ても良く牛貧する。湿潤-ヒ壌より乾燥上壌を好むが、斉藤

物組織中の苗核は土壌中で長く生有し、環境が好転すれば発芽・生育し、

再び健全植物の根系を侵害する。熱精においてはもまほ一年を通じて発生

するか、温帯から亜熱帯ては主に夏季に発生する。ことに夏季に地温が

30℃を越えるところでは、苗立枯病菌よりも微粒曲核病菌のほうか優勢

に繁殖して被害を起こす。温帯ては夏季に地温かヒがり易く、乾燥し易
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い砂質土壌で多発する。 

なお、本病菌には侵害した植物上て黒点状の柄子殻や菌核を多量に形 

成する系統（分離株）から、ほとんど黒点状の菌体を形成しない系統ま 

で、変異に富むことが知られている。熱帯地域のマツ煩の苗畑では後者 

の被害が多いようで、苗立枯病（根鳩れ型～すそ腐れ型）との区別が難 

しい場合がある。苗立枯病にしても、木病にしても、とリあえずの防除 

対策とは別に、被害苗の茎根からの分離培養を依頼して病原菌を確認す 

ることが、その後の防除対策をたてる上で必要である。 

病原菌と病名 Alacrop加anna p加seohna (Tassi) Goid言nich。沢山の 

異名を持つ土壌病原菌であるが、 しばしば文献に現れる別名には 

Maciophonnna phascoh ( Ma ub Ian c )Ashby ,M p/n /ippinensis 

FeEt ak , Scたic/zion ba/a/iccん Taubenhause , RIneoc/oma ba/a/icc/a 

(Taubenhause) Bulter, R 危me/i勇m Smallなどがある。本菌による病 

害にはBlack root rotとCharcoal rotの二つの英名かあり、同様に和 

病名にも木本植物で微粒菌核病、草本植物で炭腐（すみぐされ）病と二 

つの病名が広く用いられている。なお、本病菌はふつう侵害した植物の 

樹皮ト形成層部分に黒色の微小菌核を形成するが、それ以外にごく稀れ 

にやや大きい黒点状の」」堅起（病原菌の柚子殻）を皮層部分に形成する 

ことかある。病原菌の学名は、インゲンマメの仲間に形成された柄子殻 

と分生子に基ついて、命名されたものである。 

発生樹種と分布 木病菌は熱帯・亜熱帯から温帯にかけて広く分布し、 

多くの木本・草本植物を侵して枯損被害をおこしている。熱帯・亜熱帯 

の被害林業樹種としてはアカシア（且cacla spp ) ,ギンネム（A乃izia 

spp ) ，パンノキ頬(Ariocarpus spp )，センナ類K Cassia spp,) ，モクマオ 

ウ（Casnanna eq/Use?加ha) ，イトスギ（aゅル55115 Spp ) ，シッソノキ 

(Dc/berg/a 5/550)，ユーかJ（血m加i/IS s PP ) ，マツ（Finns spp.）なと 

の苗木かあり、特にマツ頬ではポット育苗中の最も庄意すべき病害とい 

ってよい。 
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い砂質土壌で多発する。

なお、本病菌には侵害した植物上て黒点状の柄千殻や菌核を多量に形

成する系統 (分離株) から、ほとんど黒点状の菌体を形成しない系統ま

で、変異に富むことが知られている。熱帯地域のマツ類の苗畑では後者

の被害が多いようで、苗立枯病 (根腐れ型~すそ腐れ型) との区別が難

しい場合がある。苗立称す病にしても、水病にしても、とりあえずの防除

対策とは別に、被害菌の茎根からの分離培養を依頼して病原菌を確認す

ることが、その後の防除対策をたてる上で必要である。

病原菌と病名 間口cノリP毎期 '′αP卿 se〆“-"(Tassl)Gold 巨nich。沢山の

異名を持つ土壌病原菌であるが、しばしば文献に現れる別名には

屑""o 〆 mm ぞ粥 P/≧"seo/′( Mm ・blanc )Ashby ,財 力なめか′ze購裕

Pet・ak ,Sc ‘のり〆粥川 ら燭α′ぼり海 Taubenhause , だZzzzodの′′ね る餌詔にo廓

ぐraubenhause)Bulter, 尺‘αmm 宛′〃small などがある。本菌による病

害には B1ack root retとCharcoal rotの二つの英名かあり、同様に和

病名にも木本植物で微粒菌核病、草本植物で炭腐 (すみぐされ)病と二

つの病名が広く用いられている。なお、本病菌はふつう侵害した植物の

樹皮 1一彦成層部分に黒色の微小繭核を形成するが、それ以外にごく稀れ

にやや大きい黒点状の小隆起 (病原菌の柚子殻) を皮層部分に形成する

ことかある。病原菌の学名は、インゲンマメの仲間に形成された柄子殻

と分生子に基ついて、命名されたものである。

発生樹種と分布 本病菌は熱帯・亜熱帯から温帯にかけて広く分布し、

多くの木本・草本植物を侵して柿損被害をおこしている。熱帯・亜熱帯

の被害林業樹轡 としてはアカシア 閉鎖αα spp ), ギンネム (A/る!2縦

spp), パ ン ノキ類 (A′7om 珍 !rsspp セ ンナ類 (Cqss2αspp,), モ クマオ

ウ (C"Mmmme 加 地 !舵 肋 ), イ トスギ (C′中′セss〃s spp シ ッソ ノキ

(D" 妙e′g!"も嵐ひ), ユー カ リ (E!に"も鰯〃ふ spp), マ ツ (P乙ims spp.) な ど

の苗木かあり、特にマツ類ではポット育苗中の最も任意すべき病害とい

って よい。
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果樹や特用樹種（工芸作物）ではビンロウン（A reca ca/cc/rn) ,ポー 

ポー（ASIPUnG hi/oba) ，パパイヤ（Cant ap助aye)、相橘煩（Ct/n凸 

spp ) ，ココヤシ（Cocos nut施m) ，コーヒーノキ（Coffea spp ) ，マンコ 

スチン（Gartuna lila)碧OS/a)司，パラつムノ午(Hevea bノasi/,ensiョ ,マン 

ゴー（A'Iang加lit inc/icd ．クワ（M01115 spp ) ，オリ」ブ（0/ca eim功Cd , 

アボカ ド（Pen,ea americana) ,クアハ（Psic/nnii guajada) ,チョウン 

（品叫'gin))? a; oinaficion ) ，チャ （Came//ia sniel?sis spp ) ，カカオ 

（刀leobルI,la mmo ）なとの被害か多く報告されている。 

亜熱帯・熱帯地域の木本樹種における本病の分布はアノア（ブルネイ 

中国・香港・イント・イントネンア,イラク・イラン・日木・マレーン 

ア・ミャンマー・ネバールーバレスチナ・フィリピン・スリランカ‘タ 

イ・トルコ・イエメン）、大洋州（オーストラリア・フィンー‘ニューンー 

ランド・パプアニューギニア・ソロモン諸島）、アフリカ（中央アフリカ 

コートジボアールーエジプト・エチオピア・ガンビア‘ガーナ・ケニア‘ 

リビア・マラウイ・南アフリカ・ナイシェリア・ローデシア,ンェラレ 

オネ・スーダン・タンサニア・トーコ・トリポリ・ウガンダ・サイー ル 

サンビア・ジンハブェ）、北米（アメリカ）、中米（トミニカ・ゾャマイ 

カープェルトリコ・トリニター ドトパコ・）、南米（アルゼンチン・フラ 

ジルーパラグアイ・ペルー・ウルグアイ・ヘネズエラ）、欧州（キプロス・ 

フランス・ギリンャーイタリ」）である。 

防除対策 

I）上述のように本病菌は高温乾燥を好み、地温が30 ℃を超えると 

被害が増大するのて、苗畑においては被覆いや潅水によリ地温を 

下げ、士壌が乾き過ぎないように留意する。 

2〉播き付け床て1ま焼上もしくはガス燻蒸か最も効果がある。 

3）その他の防除薬剤については苗立枯病の項を参照されたい。 

4）チノソ質肥判を控えめにし、病苗は抜き取り焼却する。 
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果樹や特用樹稀 (t 芸作物 ) ではピンロウシ 帆だ煎じ鰭ec/2′!),ポー

ポ一 (As?′'捌 口ねz/〃ウ"), パ パ イヤ (C"j7‘" 無 加〕'")、 柑 橘 類 (Q 力m

spp コ コヤ シ (CDcos ′z′′‘虎 m), コー ヒー ノキ (CD噺ど〃 spp), マ ンゴ

スチン (G のz′mm 加 増 osf翻 " バ ラゴム ノキ (Hぜひe" わ′"s′′′β〃s′劫 ,マ ン

ゴー (脳の埋施 '〃“′〆′m), クワ (川 o'?ospp オ リ」ブ (0/e〃〃′!;のP微 ),

ア ボ カ ド (Pe ′m α〃′〃′7m 〃"), クア ハ (只 磯 捌′g′俊雄〃"), チ ョウ ン

(励め宏mm 口mm α/′c′〃〃), チ ャ (Cm 〃〆/74 柳眉胆 s spp ), カ カ オ

(T7′印あり〃mご"αzo) なとの被害か多く報告されている。

亜熱帯・熱常地域の木本樹種における本病の分布はアンア (ブルネイ・

中国 ・香港 ・イン ト・イン トネンア ・イラ ク ・イラン ・R 木 ・マ レ ン

ア ・ミャ ンマ ー ・ネ パ 一 ル ・パ レ ス チ ナ ・フ ィ リ ピ ン ・ス リ ラ ン カ ・タ

イ .-、ル コ .イ ェ メ ン )、大 洋 州 (オー ス 1・ラ リア ・フ ィ ン一 .ニ ュ ー /

ラン ド・パプアニュー ギニア ・ソロモン諸島 )、アフ リカ (中央 アフ リカ ・

コー トジボアール ・エ ゾプ 1・・エチオピア ・ガンビア ・ガーナ ・ケニア ・

リビア ・マ ラウイ ・南アフ リカ ・ナ イシェ リア ・ローデ シア ・ンェラレ

オ ネ ・ス ー ダ ン . タ ンサ ニ ア ・トー ゴ ・ ト リポ リ ・ウ ガ ン ダ ・サ イー ル ・

サンビア ・ジンハブエ)、北米 (アメリカ)、中米 (トミニカ ・ジャマイ

カ ・プエル トリコ ・トリニダー ドトバ ゴ・)、南米 (ア ルゼ ンチ ン .フ ラ

ジル ・パ ラグア イ・ペルー ・ウルグアイ・ヘ ネズエラ )、欧州 (キプ ロス ・

フランス ・ギ リソャ ・イタ リー ) である。

防除対策

1) 上述のように本病菌は高温乾燥を好み、地温が 30℃を超えると

被害が増大するのて、苗畑においては被覆いや潅水により地温を

下げ、土壌が乾き過ぎないように留意する。

2) 橋き付け床では焼上もしくはガス煙義か最も効果がある。

3) その他の防除薬剤については苗立枯病の項を参照されたい。

4) チノソ質肥料を控えめにし、病菌は抜き取り焼却する。
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3)炭巻かび省 

診断の要点 林木ては曲木に発止する．とくに幼苗時に発止すると稚 

苗の枯死を生じ、被害か大きい。巣や幼梢が水浸状になって退色し、蛬 

れる．曇れた羅病部には灰掲色の執糸が絡み付き、灰白色粉状の塊（嶋 

原幽の分生子塊）を多敵形底する．これは少しの動揺でも煙状に胞了を 

分敗する．成木ては花弁や果史を炭し、花腐れを起こす．果樹ては樹上 

ての史鵬れのみでなく、収種後の市場（貯蔵）病害の中嬰膚原曲のーつ 

てある．草本件の農作物では幼苗だI’でなく、戚熱した個休の菓恥れや 

芯腐れなどを起こす。 

発生生態 木崩は汎III界的に発生し、種々の草本・木木抽物を侵す多 

犯性の病告である．多虐条h下て多発する。分生子は病植物体上に、あ 

るいは落花弁上に多昂に形成され、通年伝播Lている．苗木がある程度 

生長すると発斗しなくなるか、台風のような強風の通過後では、新梢の 

偽跡から一斉に発病することかある。本病蘭の分生fは乾性胞子で風に 

より伝掻する． 

痢原菌と癖名 Bob yn Cinema Persoon Ft tes 菌糸は羅病部表而を 

迷走し、戚掲色から掲色、隔壁をイIし大さ10-20p in.分生寸柄は曲糸 

よリ分破して立ちLかり慶褐色から掲色、長さ500-'2.000pm、頂部 

は掛技状分岐となり、分技の頂郎は彫らみ、房状，ill芽甲に分生子を形 

成する．分生了は楕円～卵形、無色ないし慶掲色、基部着生痕やや突起 

の明瞭、大きさ75-15X6 --9pIll．時に罹病部に黒色、鳳糞人の菌枝 

を形成する．I且希や亜寒帯では越冬曲枝よりテレオモルフ（有性世代） 

Bol加'info加lie/lana (be Bary) Whetzelの子のう盤を発生することが 

あるが、冬の無い熱帯・亜熱帯ではアナモルフ（無性世代）Boby 1/s 

ciue ito の世代で通年生活史を繰り返す． 

木病菌により植輪ごとあるいは侵される部位ごとの甘状は様々である 

が、多犯性の病害であることから、和病名は灰色かひ病に枕ーされてい 

はいいろ ぴよっ

3)灰色かび病

診断の要点 林木てはEf一くに発生する。とくに幻」菌-1寺に発生すると椎

白『の枯死を生じ、被害か大きい。菜や幼梢が水浸状になって退色し、萎

れる。萎れた羅病部には灰褐色の!豹糸が絡み付き、灰白色粉状の塊 (病

原菌の分生子塊) を多数形成する。これは少しの動揺でもリ型紙に胞了を

分散する。威水ては花弁や果実を浸し、花腐れを起こす。果樹ては粉-}・

ての実腐れのみでなく、収穫後の市場 似i:歳) 病害の重要病原菌の一っ

てある。草本件の農作物では幼苗だけでなく、成熟した個体の菓腐れや

芯腐れなどを起こす。

発生生態 木病は/刑 =界的に発生し、種々の草本・木本植物を侵す多

ぢ嘘 -;の病害である。多湿条ぞ-「・て多発する。分生子は病植物体」-‘こ、あ

るいは落花弁上に多量に7形成され、通年伝播している。苗木がある程度

生長すると発キトしなくなるか、台風のような強風の通過後では、新相の

傷勘・から一斉に お肉することかある。本病菌の分生子は乾性胞子で風に

より伝播する。

病原菌と病名 βo′′)′ぞcmのせr′pcrsoonF1ies 菌糸は権病部表而を

迷走し、炎褐色から褐色、隔壁を脅し大さ 10~20"n ・。分生す柄は菌糸

より分岐 して立ちJ;か })談褐色から褐色、長さ 500~2,000"11 ・、頂部

は梅技状分岐となり、分枝の頂音i5は膨らみ、房状全出芽写りに分皇子を形

成する。分生了は楕円~卵形、無色ないし僕褐色、基部着生痕やや突起

の明1勝、大きさ 7 5~15 × 6~9 “ m 。時に椛病害1~に黒色、鼠巽大の菌核

を形成する。温帯や亜寒帯では越冬1為核よりテレオモルフ (有性世代)

B研げ◇′′;-/〃カメ雄/mm バ be Bary)Whetzel の子のう盤を発生することが

あるが、冬の無い熱帯 ・亜熱帯ではアナモルフ (無性世代 ) βor′班′s

c′iーので"の世代で通年生活史を繰 り返す。

本病菌により植物ごとあるいは侵される部位ごとの症状は様々である

が、多犯性の病害であることから、和病名は灰色かひ病に統一されてい
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る。萸病名はおなし灰色かひの意味てGray mo1d と呼ばれている。 

発生樹種と分布 熱帯‘亜熱弗地域でも木病菌は広く分布し、多くの 

植物の地上部の様々な部位を侵して被害を起こす。ユ」カ）やマツは特 

に弱い。林木を始め主要樹木の宿主の記録と分布を示すと以下の通りで 

ある。 

林木 チリーマツ （Aaz“・II/77 acaitCafla ) ，モン ト レーイ トスギ 

(CUp;aSSUS macmcarpa) ，ユーカ」 K Lircaり，IIパ spp ) ，コ 

(P'mあmmpif nfl eり ，マツ（Pmバspp ), 

特川樹（木本上芸作物） コーヒーノキKCofJea spp ) ,クワ（M0)1(8 

spp.), 

果樹 チェ リモヤ（山tizona clienmola バラ ミツ （A itowゆ148 

beta) of'如1/a) ，相橘類(Cifne spp ) ，モモ（Pawns spp ) ，セイョウナシ 

（乃リ1/S CO/flitI ill』 、ブトウ（Fi/is via施m）。 

花木‘緑化樹 ツハキ（Caine//ia ノ叩O nica） アカバナセンネンホク 

(Cciむline ieiiniiia/is) ，ハイヒスカス（H功iscus spp ,) ，アジサイ 

(Hydra;箸Ca lilac) op如lla) ，カラタチ（Poncinis Info/ia/a) ，ノぐラ （'R050 

spp ) ,Riibas i山eII品 

分布 アジア（インド・イントネシア・日本・タイ・台湾）、オセアニ 

ア（オーストラリアーニュージーランド）、アフリカ（ケニア・マラウイ・ 

モウリンアス・タンサニア・ザンビア）、北米（アメリカ）、I打米（チリ 

ウルクアイ）。 

防除対策 多湿環境にならないよう留意する。除草は早めに行う。発 

生を見たらTPN剤（500-i, 000倍）かスルフ1Uン酸系剤（600-800 

倍）を1週間おきに2~3 回散布する。なおTPN剤は魚毒性が強いので 

使用する場所によっては避ける。 

コノエギリ 
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る。英病名はおなし灰色かひの意味て Gray mold と呼ばれている。

発生樹種と分布 熱帯・亜熱帯地域でも木病菌は広く分布し、多くの

姉物の地上部の様々な部位を侵して被害を起こす。ユーカリやマツは特

に弱い。林木を始め主要樹木の宿主の記録と分布を示すと以下の通りで

ある。

林 木 チ リー マ ツ (ん 細 叙 '7〃 "c〃〃ご";′"), モ ン トレー イ 1・ス ギ

(C"P'es 鞘も“縦cmc"}Pq), ユ一 力 リ (E"m も勢力fs spp ), コ コ ノエ ギ リ

(Pαそばひその′m お “〃〃司 ,マ ッ (丹〃榔 spp) 。

特用樹 (木本工芸作物 ) コ一ヒー ノキ (Co新eq spp), クワ (Mor 時

SPP.) 。

果 樹 チ ェ リモ ヤ 翻そoJzq c庇 増加‘の ,バ ラ ミツ (A 巾 隙ゆ Hs

/2efe′()P/り′物 柑橘類 (Cの 7rもspp), モモ ′7〃z!′sspp), セ イ ヨウナ シ

(/事 ms の′mm's) 、 ブ トウ (i/′′′;〃ぞ〃舵′〃)。

花木 ・緑化樹 ツハキ (Cm'ze伍αノ呼の7′節 アカバナセンネンボク

(CD′め′/〃7g′g〃〃m‘z/7s), ハ イ ヒ ス カ ス (j被る裕α揺 spp,), ア ジ サ イ

(励めむ昭β"'mc ノo肋 y/‘"), カラタチ (Po′zの郡“帆〆海′"), パ ラ (,Rom

spp,) 一市 ozfsz山桜′ふ

分布 ,アジア (インド・イン トネシア ・日木 ・タイ・台湾)、オセアニ

ア (オース トラ リア・ニュー ジー ラン ド)、アフ リカ (ケニア・マ ラウイ・

モウリンアス・タンサニア・ザンビア)、北米 (アメリカ)、南米 (チ リ・

ウルクアイ)。

防除対策 多湿環境にならないよう留意する。除草は早めに行う。発

生を見たら TPN 剤 (500~1,000 倍 ) かスルフェン酸系剤 (600~800

倍) を 1週間おきに 2~3 回散布する。なおTPN 剤は魚毒性が強いので

使用する場所によっては避ける。
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4）くもの策請 

診断の異点ー病徴と発生生態 粕育曲て播き付け密度が高すきて、あ 

るいはボット移植が運れて、格苗・幼苗か密生して柏の土壌か履い隠さ 

れる状態になった時、またボット移植後ないし直播育苗て苗木が生長し 

て床面かすっかり覆われる状態になった時、病原菌の菌糸が土壌から苗 

木の輩を這い上がって苗の内懐ろの枝葉に絡み付き、緑色枝菓がLだい 

にしおれ、灰掲色になって枯れる。直糸は外側へ上力へと仲長し、くも 

の巣状に絡み付かれた技葉はしおれて枯れる．このため、箱播きに発生 

すると、敵日のうちにー箱全滅のうき目にあう．直播床ても、ポソト育 

苗でも、発生すると病勢の進展は速やかで、放置すると苗床に団状の枯 

死ないし槻死の感乗中心かでき、したいに外側へ広かってゆく． 苗床の 

あちこちで発生が始まると、発病部か五いに融合Lて不規則大形の被害 

部をつくる．生存苗も着しい生長不良を起こし、得苗率は極端に低下し 

て被害は昌だしい（図版1.4). 

本病の特徴は土壌中の病原菌が、暗黒過崖の条件下で地上に這い上が 

って来て、菌糸が苗木にくもの巣状に絡み付いて被害を起こすことであ 

る．従って、苗が生長してあるいは厚播きによる密生のため、床面が覆 

い隠されるようになると、発生条件か整うのて注意が必要てある．毎朝 

苗を手でかき分けて、下菓での具嘱の有無を確認し、少しても発生を認 

めたら、薬剤による防除を行う．なお、木病は苗木はかリてはなく、植 

栽若木にも発生することがある． 

本痢の特徴のーつは緑色茎枝葉に絡み刊く庚灰掲色の菌糸てあるカ、 

大きな苗木や若木に発生した場合、擢病部の茎枝菓が白色粉状を呈する 

ことがあるか、これは本病蘭の有性胞子（坦子胞了）が形成されたもの 

で、この胞子は風にのって伝播する． 

病原菌と発生樹種 Rs'uzoctonia solan, Kuhn（菌糸融合群AG-I，培養 

型IA またはlB.苗立枯摘をおこすリソクトニア菌もRiuzocionlo so/on: 

すびょう

4) くもの巣病

診断の要点-痛徴と発生生態 箱育苗て椿き付け密度が高すきて、あ

るいはポット移植が遅れて、不程苗・幼苗か密生して箱の土壌か覆い隠さ

れる状態になった-時、またポット移植後ないし直播育苗て苗木が生長し

て床面かすっかり覆われる状態になった時、病原菌の菌糸が土壌から苗

木の茶を這い上がって苗の内懐ろの枝葉に絡み付き、緑色枝葉がしだい

にしおれ、灰褐色になって枯れる。菌糸は外側へ上」Jへと伸長し、 くも

の巣状に絡み付かれた枝葉はしおれて枯れる。このため、箱橋きに発生

すると、数 日のうちに一箱全滅のうき日に )う。直橋床ても、ポソト育

苗でも、発生すると病勢の進展は速やかで、放置すると苗床に国状の枯

死ないし瀕死の感染中心かでき、したいに外側へ広かってゆく。苗床の

あちこちで発生が始まると、発病部か互いに融合して不規則大形の被害

部をつくる。生存苗も著しい生長不良を起こし、得苗率は極端に低下し

て被害は甚だしい (図版 1‐4)。

本病の特徴は土壌中の病原菌が、暗黒過湿の条件下で地ふむこ這い上が

って来て、菌糸が苗木にくもの巣状に絡み付いて被害を起こすことであ

る。従って、苗が生長してあるいは厚掻きによる密生のため、床面が覆

い隠されるようになると、発生条件か整うのて注意が必要てある。毎朝

苗を手でかき分けて、下柴での異常の有無を確認し、少しても発生を認

めたら、薬剤による防除を行う。なお、本病は苗木はかりてはなく、植

栽若木にも発生することがある。

本病の特徴の一つは緑色茎枝葉に絡み付く淡灰褐色の菌糸てあるが、

大きな苗小や若木に発生した場合、雁病部の茎枝葉が白色粉状を呈する

ことがあるか、これは本病菌の有性胞子 (胆子胞了) が形成されたもの

で、この胞子は風にのって伝播する。

病原菌と発生樹種 Rみ72ocfomq s〆の27Kdhn( 菌糸融合群 AG‐1,培養

型 m または IB。苗立枯病をおこす リンク 1、ニア菌 もたた72odのぞmm ′";〃
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てあるか、くもの巣病曲とは曲系（菌糸融合“と培養型）が異なる。す 

なわち、徴立枯病を起こすリソクトニアffiは上壌中に生息し、ユとして 

根腐れを起こし、自糸融合1AG・‘，is費*! lilAに所属、」、つう有竹世代 

をつくらをい。これに反して、くもの巣病を起こすリゾクトニア曲は、 

土壌中から地上部に猛い上かってきて録色芋枝菓を侵すものて、上記の 

m 糸融合群、培養型に所属、しはしは枯死茎集部に有性世代 

(Thu nak/thorns czscwnens (Ft ank) Donk）を形成し、坦子胞了の飛散 

（風媒伝染）によっても伝染する。 

わか国の日本植物納理学会の病名命名規約には，本病の場合有性胞子 

の形成を見た植物〔宿主）ては病原曲名を刀im」‘IIゆhorns ‘・udumells 

(Frank ) Donk に、有性胞子形成未叩認の抽物ては病原山名を 

肋izocionia solo;:; Iくiihn (菌糸融合肝と培養単を記す）とすることにな 

っている。 

木病は熱帯・亜熱帯地域から温帯地域にかけて様々な植物Lに発生す 

る多犯性の納害で、各種農作物‘園芸作物を始め、果樹や水年性工芸作 

物（特用樹）、林木・緑化樹などの苗木に発生して議害を起こす．－・般に 

は木本・草本植駒ともにくもの巣病の病名が用いられているが、一部の 

草本作物では葉腐病あるいは士腐塙など異なる痛名か用いられている。 

熱帯・亜熱希地域の林業用樹極では、特にシタン（I助I加,gIa 

c ochinclunensis) ，シッソノキ(D szsso) ，ゾャイアントイピルイピル 

(Leucoeno ku,cocepJta幼，モルノカネム（Iコa,osenenlhes 皿‘7101功，フサ 

マメノキ（P加kin bOA but召lilt)，インドンタン（P~soca;pus lit山‘吋，ヒFレ 

マカリン（R 」」」‘“ル‘aゅ司．なとのマメ科樹木、マツ（乃」m$ spp )．ユー 

か1 (EicabpFus spp )などの苗木によく発生する． 

防除I)青苗管理 

a.柏播き、床婚きともに厚播きをさけ、発芽後の間引きなど密度調整 

が遅れないようにする。 

b，チソソ質肥判の過多を避ける。 
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てあるか、くもの巣病菌とは菌糸 (菌糸融合綱と培養ZP」) が異なる。す

なわち、苗立枯病を起こすリンクトニア菌は」二壌中に生息、し、ゴーとして

根腐れを起こし、菌糸融合著すAG‐4,一宮養型 11IAに所属、ふつう有村世代

をつ くらない。これに反して、 くもの巣病を起こす リゾクトニア菌は、

土壌中から地上部に這い」-かってきて緑色芋枝染を侵すものて、上記の

菌糸融合群、培養型に所属、しばしば熱化茎業部に有性 世代

(丁加川肥P/mm αfc′f〃ze′7s(F1ank)Donk) を形成し、親子胞了の飛散

(風媒伝染) によっても伝染する。

わか国の日本植物病理1学会の病名命名規約には、小病の場合有性胞子

の形成 を見た植物 (宿主 ) ては病原珪-名 を 刀′のにzfgz)/70′m c〃‘〃〃′g′7s

(Fra1lk)Donk に、有性胞子形成未確認の植物ては病原菌名を

却zたのめ〃≧"s〆"〃′KGhn( 菌糸融合摺と培養型を記す) とすることにな

ってい る。

本病は熱帯・亜熱帯地域から温帯地域にかけて様々な植物士に発生す

る多ろ閉止の病害で、各種農作物・園芸作物を始め、果樹や永年性:ー二芸作

物 (特用樹)、林木・緑化樹などの苗木に発生して被害を起こす。一般に

は木本 ・申小植物ともにくもの巣病の病名が用いられているが、一部の

草本作物では葉腐病あるいは辛腐病など異なる病名か用いられている。

熱帯 ・亜 熱帯地域の林業用樹種 では、特 にシタン (Dd/△eigm

cocjz77mm?β旧姓), シ ッソ ノキ (D smo), ジ ャ イア ン トイピル イ ビル

(Lのに"eizq!e′′ごD解熱 "/"), モル ノカネム {P〃msgi7e′′′彰 s愈 /m 加 ?"), フサ

マ メノキ "液函′Qt顔 増桜 ,イ ン ドンタン (Pre′ocm 加 瀬 Jzdzc"s} ,ヒル

マカ リン ( ≠難じ′世 m か‘s), な とのマ メ科樹木、マツ (P〃〃rs spp), ユー

カリ (E′に"心勇むfsspp) などの苗木によく発生する。

防除 1)育苗管理

a,箱播き、床橋きともに厚掻きをさけ、発芽後の間引きなど密度調整

が巡れないようにする。

b,チソン質肥料の過多を避ける。
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c 雑草の繁茂は本病菌の温床になるのて、除草は床面、ポソトだけで 

なく、周りも含めて丁寧に行う。 

d 苗木が生長して床面が隠れるようになったら、毎朝、苗畑巡回の 

時、ところところで苗を手でかき分けて、下菓に本病発生の有無を 

仲かめる。少しでも発生を見たら、直ちに薬剤防除を行い蔓延を防 

ぐ。 

2）薬剤防除 

a PCNB (Pentach!oronitrobenzene) 水和剤の散布か、本病の蔓延 

阻lLに中効を有する。 

b バリダマインン（Balidamycine) 剤の施用も有効てある。 

しらきぬびょう 

5）白絹病 

診断の要点 ポソト苗、直か播き苗いずれにも発生するが、とくに直 

か播き床に発生すると病勢の進展が早く、集団枯損を起こして被害が大 

きい,。病原菌は士壌中に生息し、苗木か生長して床面かうっぺいし、暗 

黒でLかも風通しが悪く湿潤状態になると発生し始める。根系が侵され 

るか、病原菌は地上にも現れて茎部に進み、さらに下葉をも侵す。侵さ 

れた苗木は地際部の茎が巻き枯らしになり、全体か急速にしおれて枯れ 

る。被害苗の地際の茎、樹皮、直根などには白色の菌糸や曲糸東か絡み 

付き、一部は菌糸膜状を呈する。白色菌糸膜あるいは菌糸束の表面に 

は、明褐色のアワ（巣）粒大の光択のある菌核を多数形成する。枯死苗 

周辺の土壌表面にも同様の菌核か多数形成される。 

木病はいったん発生するとその進展は速やかて、集団状の枯損を各所 

に生じ、これが融合して床面に大きい団状の空地を生する。マホガ 

ニー 、モクマオウ、モルソカネムなど、感受性の高い樹種では本病の発 

止を放置するとほとんど全滅に近い打撃を受ける。熱帯の林業苗畑て 

は、箱まき苗では苗立枯病とくもの巣病が、直かまき苗てはこの白絹病 

- 19 - 

c.雑草の繁茂は本病菌の温床になるのて、1除草は床面、ボン 1、だけで

なく、周りも含めて丁寧に行う。

d苗木が生長して床面が隠れるようになったら、毎朝、苗畑巡回の

=き、ところところで苗を手でかき分けて、下策に水病発生の有無を

確かめる。少しでも発生を見たら、直ちに薬剤防除を行い蔓延を防

ぐ。

2)薬剤防除

aPCNB (Pentachloronitrobenzene) 水和荊の散布か、本病の蔓延

阻止に1与効を有する。

b バ リダマイソン (Balidamyc1ne) 剤の施用 も有効てある。

しらきめびょう

5) 白絹病

診断の要点 ポソト苗、直か播き品いずれにも発生するが、とくに直

か捲き床に発生すると病勢の進展が早く、集団十古損を起こして被害が大

きいF 病原菌は土壌中に生息、し、苗木か生長して床面かうっぺいし、暗

黒でしかも風通しが悪く湿潤状態になると発生し始める。根系が侵され

るか、病原菌は地上にも現れて茎部に進み、さらに下葉をも侵す。侵さ

れた苗木は地1祭部の茎が巻き枯らしになり、全体か急速にしおれて枯れ

る。被害菌の地際の茎、樹皮、南根などには白色の菌糸や菌糸束か絡み

付き、一部は菌糸膜状を呈する。白色菌糸膿あるいは菌糸束の表面に

は、明褐色のアワ (粟) 粒大の光‘尺のある菌核を多数形成する。枯死苗

周辺の土壌表面にも同様の菌核か多数形成される。

木病はいったん発生するとその進展は速やかて、集団状の柿横を各所

に生じ、これが融合して床面に大きい団状の空地を生する。マホガ

ニー、モクマオウ、モルソカネムなど、感受性の高い樹種では本病の発

生を放置するとほとんど全滅に近い打撃を受ける。熱帯の林業苗女111て

は、箱まき菌では苗立砧病とくもの巣病が、直かまき苗てはこの白絹病
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が、最し簪戒すへき病害と召ってよいであろう（図版L5, 6). 

発生生態 木病曲は上嬢中に埋及した米分解有機質すなわち柚物残治 

を栄養源として繁勉し、また多くの紺仲頬か本刑幽の曲れ的宿主として 

重要な伝染敵となる。形成された蘭枝は耕転や月j水によリ畑中に拡散す 

る。菌枝は家畜によリ草と一緒に食されても消化されることなく糞とと 

もに排出され、これも仏播の一方法となる。本病蘭の発育適温は25-

35℃と比較的ぬ温性てあり生青眼界も8-40℃と高温域に偏している． 

生青刊能なP'4範囲は1 4-8 6、最血pHは3-65 であるが、中性～アル 

カ1側ては生育はきわめて悪い．白相膚の発生過温は菌条の生育適温城 

にあり、土雄表層の水分や空気●度が畠いほと発病を誘発するが、その 

後の病状の進展は上接か乾くはど激しくなる．熱帯では一年を通じて発 

生可能てあるが、乾季とm季のはっきりしている地域では、育苗時期と 

の関係で乾季の終わりから雨季の初めにかけて激Lい発生の見られるこ 

とか多い．温帯地壊では主に夏季に発生する． 

病原菌と学名 Cb,1,cnau P0弟ii (こurzi ( = Sclernhun: ,oり3iz 

Saccardo) 。多犯性の土壌病原幽でいくつかの異名を持つが，比較的よ 

〈便われている異名にはHy加riupus cenlnfug:s (Lveill') Tu lasne . 

Cortunun cen/切‘gwu ( Lv ) Bresadola , H cucsune,n auct non 

Frank がある。日本植物病理学会の病名基準では、有性也代（坦f胞了） 

を耕認された宿主以外は病原曲名に＆1cm/turn ル鵬it Sacca司0を用いる 

ことになっている．これは本摘菌の有性世代（坦子胞子）の形成を確認 

した様告か極めて少なく、ー般的には明褐色の菌核の形成によって同定 

されていることに基づいている。 

英病名にUSouthern scierotium blight , Roif's bhght,Seedling 

blight , Scierotiuni root rot など様々な呼称があるが、最近は 

Southern scierotium blightが広く用いられる。和病名は古くから白 

紺病に統一されている。 

発生樹種と分布 木病菌は熱帯・亜為帯から温希地*にかけて広く分 

が、最も警戒すへき病害と言ってよいであろう (図版 1-~ 6)。

発生生態 木病菌は」二壌中に埋没した未分解有機質すなわち植物残造

を栄養源として繁殖し、また多くの雑草類か本病菌の落石的宿主として

重要な伝染源となる。形成された菌核は勅私や雨水によりまlnrllに拡散す

る。菌核は家畜により草と一緒に食されても消化されることなく糞とと

もに排出され、これも伝播の一方法となる。本病菌の発育適温は 25~

35℃と比較的高温性てあり生育限界も8~40 ℃と高温域に偏している。

生育可能な pH 範囲は 14~8 6、最適 pH は 3~65 であるが、中博.~アル

カリ側ては生育はきわめて悪い。白絹病の発生適温は前叢の生育適温域

にあり、土壌表層の水分や空気湿度が商いほと発病を誘発するが、その

後の病状の進展は上壌か乾くほど激しくなる。熱帯では一年を通じて発

生可能てあるが、乾季と雨季のはっきりしている地域ては、育苗時期と

の関係で乾季の終わりから雨季の初めにかけて激しい発生の見られるこ

とか多い。温帯地域では主に夏季に発生する。

病 原 菌 と 学 名 CDフブ旧〃〃''り脆 " Curz1( = Sc勿 冴〃〃〃 'o於〃

Sacczlrdo)。多ぢ鴎生の土壌病原菌でいくつかの異名を持つが、比較的よ

く使われている異名には什卿研かz騰 cei′カ所増7‘s(L ぎvelllき)Tulasne,

Com α〃〃ぞce〃f′所埋′“〃 (Lev )Bresadola," 訓じ〃〃?e′?も auCt non

Frankがある。 R本植物病理学会の病名基準では、有性世代 (坦子胞了)

を確認された宿主以外は病原菌名に Sdeかれ′mm 於〃Saccardo を用いる

ことになっている。これは本病菌の有性担代 (坦子胞子) の形成を確認

した報告か極めて少なく、一般的には明褐色の苗核の形成によって同定

されているこ とに基つ、いてい る。

巣病名 には Southern sclerotmm bl・ght,Rolf's bllght,Seedllng

bllght , Sclerotium root rot な ど様 々 な呼称 が あ るが、最近 は

Southern sclerotlum bllghtが広 く用いられる。和病名は古 くから白

絹病に統一されている。

発生樹種と分布 本病菌は熱帯・亜熱帯から温帯地域にかけて広く分
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布する多犯性の士壌生息性の病原菌てある。主として苗畑て林木（引葉 

樹・広巣樹）ー果樹・木木性工芸作物（特用樹）の苗木の根系と土画祭の茎 

を侵し萎ちょうtIII死を起こす。時に植我地で若木の枯損を起こすことも 

ある。各秤農作物や草本性工芸作物の畑地にも多くの発生報告がある。 

林木 モクマオウ（Casuarina eqwset加ha) ，キササゲ（Catalpa 

ovata) ，クス・ニッケイ （Cejinaneomun, spp.) ，クサキ（Ckm施CU1) 0)? 

spp ) ，スギ（Ciyptoenena ノ‘iponeca) ,コウョウサン（Ceenne,唇leanna 

加ceo后加），マチク（Denchocalannis late肋nパ）,ゲソケイジュ（LaunL 

mbms) ,タコノキ（Pant/anus spp ) ,モルソカネム（I七vasenentlies 

血ka (anの,タイワンギリ（Paybwina fortuneカ ，マツ（Finns spp ) ，イン 

トシタン（Ptemca,加5 inc/icl鳶）,カシ（Qnextl恰 spp ) ，マホガニー 

(Snuetenia spp.）など。 

特用樹（つる性工芸作物を含む） アブラギリ（Aんwiles spp ）ダイサ 

ンチク（B切nblパ“vulgans) ，チャ（Cancel/ia sinensis) ，センナ（Cassea 

senna) ，カポノク（Ce,加加ntand,a) ,キナノキ（C,nc/eona sppJ ,コー 

ヒーノキ （Coffea spp ）オオイタビ（Rciパp"mla) ，パラゴムノキ 

(HCom bmst/icl酋司，マツリカ（Jasneenuen sanebaり,キャッサハ（Mant/cot 

esculentha) ，クワ（A/oats spp )，オリーブ（0/ca spp.）ーコショウ（Ptpei 

spp,) ，ルリタマノキ（Sanyo/n召androg）リlI司，スパ（Sm山Ia SCゆの，バニ 

ラ い5ani11a p/a ce加hd など。 

果樹 ギュウシンリ （Annona J eticulosa ，パラミツ・パンノキ 

(Artocaゆus spp ) ,バパイヤ（Canca pゆので）,柑橘類（cIt/its spp ) ，ト 

リアン（Duno 2i加伽m司．ヒワ（D70加hyaノゆonica) ，イチゾク（Rc/Is 

canca) ，リンゴ（Ala/us spp ) ，マンゴー（Mm菅加m mdi,m)‘バナナ 

(Meパ“spp ) ,ブトウ（n(is one勇,d など。 

花木・緑化樹 アオノリュウゼツラン（Agave mnnencana)，ブーゲンビ 

レア （Bongam oil/ca 助cc/a/n/is ) ，ファイヤーボール（C'dhandra 

haematococca) ，チャラン（Ch/ova nt/ensゅwatt司，ジンチョウゲ（Dゆ/2m 
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布する多ぢ巳作の‐L壌生息性の病原菌てある。主として苗畑て杯本 (針葉

樹・広梨樹)・果樹・木イぐ門;工芸作物 (特用樹)の苗木の根系と地際の茎

を侵し萎ちょう枯死を起こす。11寺に植栽地で若木の私損を起こすことも

ある。各種農作物や草本性工芸作物の畑地にも多くの発生報告がある。

林木 モ クマ オウ (C偽ぎmm α幻′r′5er狗′′"), キササ ゲ (Cメロめ"

w 鰭"), クス ・ニ ッケ イ (Cmmmom ぞ"〃 spp.), クサ キ (C/g舟遊〃‘/′ojz

spp ), ス ギ (Cブか rome′?"ノリ のzfm), コ ウ ヨ ウザ ン (Cmm7 増加“幽

霊′7ceoなり ,マ チ ク (De′zみ o似‘mm‘" 〆扉のws ゲ ッケイジュ (乙加 川s

7の災厄 ), タ コ ノキ (P 伽 ぬ ms spp ), モ ル ソカネム (凸〃“sme 〃拍es

た /mf"?m), タイワンギ リ (P"〃/α鯛 ?q力“〃〃効 ,マツ (P!′′7rsspl)), イン

トシ タ ン (P 卿ひ僻め′f"′?〆′αは), カ シ (Q〃emrs spp ), マ ホ ガ ニ ←

(Smere 〃/"spp.) な ど。

特用樹 (つる性工芸作物を含む) アブラギリ (A/e′f'7fesspp,) ダイサ

ンチ ク (βmm 凝 "〃〃をα'7s), チ ャ (Cmjze/′!"" 〃e′zs為), セ ンナ (C"ssm

se〃“"), カポ / ク (Ce′0〃Pe;2仙 遊 "), キナ ノキ (Cm 〆柳 24 spp.), コー

ヒー ノキ (Cの宛"spp ) オオイタビ (F7αsP〃〃?液 ), バ ラゴムノキ

(甘e〃e"もJds乙/?e;7s′s),マ ツ リカ (鳶 sm72r′''7mm 彰‘), キャ ッサバ (川口'油 研

esc〃/g"r/′"), クワ (贈りms PP), オ リーブ (0/eq spp.), コシ ョウ (Pゆeγ

spp.), ル リダマ ノキ (Sd′fm戊姻 "mm 柳 川◎ ,スバ (S77′加 川 sどめの ,バ ニ

ラ (t復旧""〆"〃頻り/ など。

果 樹 ギ ュ ウ シ ン リ (A〃'zoi7"′だ"αdosの ,バ ラ ミツ ・パ ン ノ キ

(ん海鉱物′rsspp), パパイヤ (Cm7c α無 Pのめ ,柑橘類 (α力服 spp), ト

リアン (D〃′?o" わe′“‘〃〃s), ヒワ (E'?ob 所リ竹ノ"Pの皮α イチ ジク (Fmfs

m 鑑α), リン ゴ (屑α/′!s spp ), マ ン ゴー (財の壇舵 mzm たα), バ ナ ナ

(屑鷹"spp), ブ トウ (1/zfぼり〃唾≧'") など。

花木 ・緑化樹 アオ ノリュウゼツラン (Agwe 鯛 2em 鋼α), ブー ゲンビ

レ ア (βo雌雄〃り′〃e"specr αるz/′s), フ ァ イ ヤ ー ポ ー ル ( Cm をのめロ

/mem 口fococcq), チ ャラン (C用の口旧知離郷 mr′郎), ジンチ ョウゲ (Dd 鱗〃β
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0而rn/a) ，ハリマツリ （Dman/a rcei司，マクノリア（Magizol雌 spp ) , 

ハラ（Rosa spp ) ，ユノカ（Yucca spp ）など。 

発生報告は亜寒帯以北と乾燥地を除いた南北両半球の各地からもたら 

されている。すなわちアンア（ブルネイ・中国ーインド・インド不／ア・ 

イラン’日本‘韓国・マレーシア・フィ リピン・スリランカ・タイー台 

湾）、アフリカ（ガーナ・ケニアーマラウイ・モーリンャス・セネガル． 

南アフリカータンザニア・ウカンターザイー ル・サンビア）、欧州（ギリ 

ンャ・イタリア・ロシア）、大洋州（オーストラリア‘クノク諸島・フィ 

ジー・ニュージーラント・パプアニューキニア・トンガ‘西サモア）、北 

米（カナダ・メキシコ・アメリカ）、中米（キューバ・エルサルバ~ル・ 

ジャマイカ・プェルトリコー トリニダートトバコー仏領アンチール諸島 

米領バージン諸島）、南米（アルゼンチン・ブラジル・チリ・コロンビア・ 

ペル」・ベネズエラ）なとである。 

防除対策1）育苗管理 

a除草を始めとする苗畑衛生の徹底が本病の潜在的感染源を除くた 

めに有効である。 

b 前作の残根を出来るだけ少なくするよう丁寧に堀りとる。 

C 枝菓残渣を埋め込まぬように気をつける。埋役した枝条は本病菌 

の格好の繁殖場所となる。 

d深耕天地返しは主要伝染源てある菌核の殺滅に有効である。 

e，早期発見のため養成苗木か生艮して床面をうっぺいするようにな 

ったら、少なくとも日に一回は苗木を手てかき分けて木病発生の有 

無を確認する。 

L発生を見つけたら直ちに病苗は抜き取り焼却する。地表に形成さ 

れた菌核は移植ごてなどで土と一緒にすくいとリ病苗とともに焼 

却する。 

2）薬剤防除 

a発生地の病苗堀取り跡地にはPCNB剤（Pentachloronitrobenzen)粉 

ー－ 22 

odのメロ), ハ リマ ツ リ (D〃'鯛 超 '印 鋤 s), マ ク ノリア (個"g"o" α spp),

ハ ラ (尺osα spp), ユ ノカ (" にm spp,) な ど。

発生報告は亜寒帯以北と乾燥地を除いた南北両半球の各地からもたら

されている。すなわちアジア (ブルネイ・中匡1・インド・インドネンア・

イラン ・R 本 ・韓国 ・マ レー シア ・フィ リピン ・ス リランカ ・タイ ・台

湾 )、 ア フ リカ (ガ ー ナ ・ケ ニ ア ・マ ラ ウ イ ・モ ー リ ン ャ ス ・セ ネ ガ ル ・

南アフ リカ ・タンザニア ・ウカ ンタ ・ザ イール ・サ ンビア )、欧州 (ギ リ

ンャ ・イタ リア ・ロシア )、大洋州 (オース 1、ラ リア ・ク ノク諸島 ・フィ

ン - ・一エー ジー ラン ト・パプアニュー キニア ・ 1・ンガ ・西サモア )、北

米 (カナダ ・メキシコ ・アメ リカ )、中米 (キューバ ・エルサルバ 1 ル ・

ジャマ イカ ・プエル トリコ ・トリニダー トトバ コ・仏領 ア ンチール諸島 ・

斗:領 バー ジン諸 島 )、南米 (アルゼ ンチ ン・ブラジル ・チ リ・コロンビア ・

ペルー ・ベ ネズエ ラ ) な とであ る。

防除対策 1)育苗管理

a除草を始めとする苗丈al衛生の徹底が本病の潜在的感染源を除くた

めに有効である。

b 前作の残根を出来るだけ少なくするよう丁寧に堀りとる。

c枝葉残濫を埋め込まぬように気をつける。埋没した枝条は本病菌

の格好の繁殖場所となる。

d深耕大地返しは主要伝染源てある苗核の殺減に有効である。

e,早期発見のため養成苗木か生長して床面をうっぺいするようにな

ったら、少なくともRに一同は苗木を子てかき分けて本病発生の有

無を確認する。

f.発生を見つけたら直ちに病苗は抜き取り焼却する。地表に形成さ

れた菌核は移植ごてなどで土と一緒にすくいとり病菌とともに焼

却する。

2)薬剤防除

a発生地の病苗堀取り跡地には PCNB 剤 (Pentachloromtrobenzen) 粉
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剤の土壌混和が有効である。 

bカス燻蒸処理は最も有効な土壌消毒てあるか、フォルマリン、 ク 

口ールピクリン、 メチルブロマイ ト、カーハム剤なとの燐蒸剤は、 

気温の高い熱帯ではすぐに気化するため使い難く、かつ人畜に対す 

る毒性も高いので、使用するときは厳重な圧意を要する。 

Cトリコテルマ菌（Yr/c加dennami鹿）の生菌胞子製剤か人于可能な 

らば、発病地の上壌に施用する。 

診断の要点 中に若木から成木の根系か侵される。侵された根系の表 

面には紫褐色から黒褐色の菌糸膜が覆い、しはしは樹脂の流出と－Ii砂の 

付着により黒変した厚い菌糸体を形成する。根系の1/4 ~1/3 か侵さ 

れると、罹病樹の地ート部は葉か小形化し、また黄化して菓の量も減少す 

る。次いて枯れ枝が見られるようになリ、最後には令体か黄化ないし赤 

褐変して枯れる。この頃には根株命体が黒褐色の厚い菌糸体に覆われ、 

皮層およひ靭皮組織の空隙には黄白色の菌糸か詰まリ、また辺材部は腐 

朽が進み、淡黄色の菌糸塊が斑入リ状に入り、霜降リ状を呈する。これ 

らの病樹皮と霜降り模様の入った辺材腐朽部は‘きのこ’の匂い（シイタ 

ケほだ木の匂い）がする。菌糸体はしばしば幹の地際部から20 -3 0cm 

の高さまてはいlLかる。椛病樹は強風に弱く、しばしば根返リを起こし 

て倒状する。このような寝返り木や折損が起きると、根株や倒状木の裏 

側て地面に密着していない部分に、栗褐色～濃茶褐色て表面に微細な孔 

が沢山ある堅い背着性のきのこ（子実体）を形成する（図版2-L2), 

以上の診断特徴（病・標徴）の中て最も顕著な特徴は、推病樹根系か 

ら幹地際部の樹皮表面を覆う黒色菌糸体の形成と、病樹の辺材部に認め 

られる談黄白色の霜降リ模様てある。このような材部や収皮組織の小I吉 

を流水沈浄後にFDA平板培地に並べて分離すると、初め黄色のち橙褐色 
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剤の土壌混和が有効である。

b カス煙晶処理は最 も有効なt 壌消毒てあるか、フォルマ リン、ク

ロール ピク リン、 メチルプ ロマ イ ト、 カーハム剤 なとの漣蒸 剤は、

気温の高い熱帯ではすぐに気化するため使い難く、かつ人畜に対す

る毒性も高いので、使用するときは厳重な任意、を要する。

c トリコテルマ菌 (“た′zodemm 卿可e)の生還1胞子製剤か人千可能な

らば、 お丙地の上壌に施用する。

みもみねくされびょう

6)南根腐病

診断の要点 守に若本から威オ・の根系か侵される。侵された根系の表

面には紫褐色から黒褐色の菌糸隣が覆い、しはしは樹脂の新調iと上砂の

付着により黒変した厚い菌糸体を形成する。根系の 1/4~1/3 か侵さ

れると、擢病樹の地-卜部は葉か小形化し、また黄化して葉の最も減少す

る。次いて枯れ枝が見られるようになり、最後には全体か黄化ないし赤

槌変して枯れる。この頃には根株全体が黒褐色の厚い菌糸体に覆われ、

皮層およひ靭皮組織の空隙には黄白色の菌糸か詰まり、また辺材部は腐

朽が進み、淡黄色の菌糸塊が斑入り状に入り、霜降り状を呈する。これ

らの病樹皮と霜1降り模様の入った辺材腐朽部は‘きのこ'の匂い (シイタ

ケほだ永の匂い) がする。菌糸体はしばしば幹の地際部から20~30cm

の高さまてはい-1・かる。稚病樹は強風に弱 く、しばしば根返りを起こし

て例状する。このような寝返り水や折損が起きると、根株や側状木の裏

側て地面に密着していない部分に、栗褐色~?農茶褐色て表面に微細な孔

が沢山ある堅い背着性のきのこ (子実体) を形成する (図版 2‐1,2)。

以上の診断特徴 (病 ,標徴) の中て最も顕著な特徴は、縦病樹根系か

ら幹地際部の樹皮表面を覆う黒色菌糸体の形成と、病街の辺材部に認め

られる炭黄白色の霜1降り模様てある。このような村部や親皮組織のノJ・ノキ

を流水洗浄後にPDA 平板培地に並べて分離すると、初め黄色のち檀褐色

23 -



の粥最が高率に検出される。これが本膚’Iの鶴叢で、培養施aのあると 

ころては机織分離による培養からも同定か出来る． 

発生生態 本痢の発生は林木・果樹・1 芸作物の人I'植林地（プラン 

テーンョン）もLくは緑地てあり、ふつう天然林には集団発生は見られ 

ない．一・般的にはます強風によリ鳳倒木ないし折担木か出て、その根株 

にm原菌が繁嫡し、それから汚染した根系を透Lて晴接木に伝染する． 

木病曲は澱粉を七体とする炭水化物を栄養原として繁殖する先is'的分餌 

者であリ、土壌中の新鮮な未分解有機質（残根や落枝条、あるいは新し 

い伐根株）を繁殖原とLて刊用し、ついで高まった感1‘力によリ抜触し 

た生樹の根から侵人感染して、根系から地際の幹まて蔓基し、生if木を 

枯死させてしまう． 

感染巾心てある伐根株から用リの健全樹への根系接触伝染によリ仏 

播か始ずるのて、初めは感染中心に向いた側の根か侵され、しばらくは 

地上部には何の変調も見られない．罹病部の拡火によリ根冠部の'/4 

-'/3ほどの太根が黒掲色の角糸体に履われてしまう頃から、診断の要 

点で述へた地h部の変調が現れ、外観的に異常をdめるようになる．そ 

れ以後は病状の進行は比較的連やかで、肩謝はまもなくタ体が赤掲変ま 

たは賞掲変Lて枯死に至る．枯兇する頃には根気部全体から幹の-F部ま 

で黒色の菌糸体に履われているのか普通で、今度はこの枯死樹か新たな 

雌染極となって、より外餌の健全樹へと伝播か進行し、枯損被害は点状 

から群（団）状へと移わする。 

汚染仇根株あるいは羅病枯死樹における木病蘭の感染能力丹統慨関あ 

るいは生存期間についての調査はないが、他クH・襲伝染性病害の例から 

みて、少なくとら敵年簡は活性かあるものと思われる． 

病原菌 PI,elhn,s noxms (Cornei) Cunningham〔＝Fo,,ies SIOAU(S 

Corner. Fames Iamaens:s sensu Yasuda non Murrill, C;yptodemsa 

/amaensis (sensu Yasuda) Imazeki).和名 シマサルノコシカケ（異 

名 キコロシサルノコンカケ）．本病曲はシンガポールからFbsnes 

-2‘ー 

の{霜叢が高卒に検出される。これが小病菌の菌畿で、培養施設のあると

ころては組織分離による」音養からも同定か出来る。

発生生態 本病の発生は林木・果樹・ー1芸作物の人=植林地 (プラン

テーンョン) もしくは緑地てあり、ふつう天然林には集団発生は見られ

ない。一般的にはます強風により風倒木ないし折損本か出て、その根株

に病原菌が繁殖し、それから巧集した根系を通して隣接木に伝染する。

本病菌は澱粉を主体とする炭水化物を栄養{原として繁秀止する先駆的分解

者であり、土壌中の新鮮な未分解有機質 (残根や静枝条、あるいは対し

い伐根株) を繁殖源として利用し、ついで高まった感染力により接触し

た星粉の根から侵入感染して、根系から地際の幹まて蔓延し、生立水を

枯死させてしまう。

感染中心である彼根株から周りの健全樹への根系接触伝染によリィム

橋か始まるのて、初めは感染中心に向いた側の根か侵され、しばらくは

地上部には何の変調も見られない。擢病部の拡大により根冠部の 1/4

~i/3 ほどの大根が黒褐色の菌糸体に覆われてしまう頃から、診断の要

点で述へた地 1素=の変調が現れ、外観的に質常を赤めるようになる。そ

れ以後は病状の進行は比較的速やかで、病樹はまもなく全体が赤掲変ま

たは黄掲変して宿死に至る。枯死する頃には根冠部全体から幹のーず・部ま

で黒色の菌糸体に覆われているのか普通で、今度はこの枯死聞か新たな

感染源となって、より外側の健全樹へと伝播か進行し、オ古損被害は鳥JI人

から群 (団) 状へと移行する。

汚染ィ丸根株あるいは擢病枯死樹における水病菌の感染能力丹続機関あ

るいは生存期間についての調査はないが、他の十壌伝"き性病害の例から

みて、少なくとも数年間は活性かあるものと思われる。

病 原 菌 別覆お7′ず卸そo1擢s(Cornel)Cumunghanl 〔=Fo'izes 〃似〃′s

Corner , Fo 〃把s 毎〃旧釧 szs sensu Yasuda non Murnll,C') 夢 rode′フ〃"

‘"'〃"ez7sな (5cnsu YasL・da)lmazel(i 〕、和名 シマサル ノコシカケ (異

名 キ コロシサル ノコンカケ )。小病菌はシンガポ一ルか ら Romes
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)?Ok)?(S Cornerと命名記載され、のちニュージーラントてPI,elhnus 

noュi,ts (Cornei) Cunningham と改名された”l了菌亜門、菌蕈綱、ヒタ 

ナシタケ日、サルノコシカケ科の菌である。わが国ては安田(1916）に 

より小笠原から報告され、近年沖縄南部の島々の防風林退廃の病原菌と 

して報告されている。安田か本菌の子実体をFoines lemaensisと誤同 

定したため、わが国ては長くこの学名て呼ばれていたか、沖縄産の了実 

体と小等原産の子実休の比較検査により同－ 菌てPha/linuIs IIOtIUS 

に01 neりCunn ingh am てあると同定された。台湾から沢田（1934）に 

よりクスノキ立枯病曲F'o,nes HUMUS Corner（キコロシサルノコシカケ） 

と報告された菌も同一菌であり、和名はシマサルノコンカケ（安田, 

1932）の異名とされた。また立枯病の病名は稚苗の立枯病と紛らわしく 

成樹の病名としてふさわしくないことから、あらたに南根腐病の病名が 

与えられ（阿部ら、1990)、立枯病はその異名となった。英病名は特に定 

まったものが無かったので、Southern root rot と名付1」られた。 

発生樹種と分布 本病菌は主としてオセアニア、アシアの熱帯・亜熱 

帯地域において、古くからパラゴムノキ・コー ヒーノキ・カカオなどの 

大規模枚培工芸作物（エステート作物）に大害を与える病原菌として知 

られていたもので、宿主作物も針巣樹・広葉樹ともにきわめて広く、多 

犯性の士壌病原菌である。近年はアフリカからも被害報告かある。本病 

菌の宿土は以下のとおりてある。 

林木 アロウカJ ア（んiui(C(iflU spp ) ，アカシア（Acae,a spp.) ，シマ 

カゴノキ（Actuuuodaphne pethcellata) ，ギンネム（Albwa spp ) ，アカギ 

(B,sclioがa J avama)，テリハボク（Catop如mII)? /12”加脅uiii) ，モクマオウ 

にasuanna eqi‘冨et加ha) ，チャンチン （Cethela spp ) ，カナレッテ 

にm請“amoil,刀“) ，とョウタンノキ（Oesce;,a oujeな）‘ンノソノキ 

(Dalbeigia 5/850) ，カポ』ル（Diyobalanops spp ）ユーか) (Eucalyptus 

spp ) ，イヌヒワ・インドポタインユ（F/mIs spI )‘フクギ（Cmmm 

suthellゆtka) 、 タブノキ（Macli功us spp ) ，タイワンセンダン（Me/ia 
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j7Qwfs Comer と命 名 記 載 され 、 の ちニ ュー ゾー ラ ン トて P庇〃〃〃rs

“oA勿 (Comcl)Cunllmgham と改名された針i了菌亜門、緒章綱、ヒタ

ナシタケ n、サルノコシカケ科の菌である。わが国ては波 ER(1916) に

より小笠原から報告′され、近年沖縄南部の島々の防風林退廃の病原菌と

して報告されている。安江1か小菌の千実体 を Fomes lemaens1s と誤 1司

起したため、わが園ては長くこの学名て-1テばれていたが、沖縄感の了実

体 と小零;原産の子実体 の比較検査に よ り同一前て P/ze//zimsi?otms

(Come ・)Cunn11 ・ghanl てあると1司定された。台湾から沢田 (1934) に

よりクスノキ立砧病憩おoi'′総則Ams Comer( キコロシサルノコシカケ)

と報告 された菌 も同一菌であり、和名はシマサルノコンカケ (安 田 ,

1932) の異名とされた。また立私病の病名は椎苗の立砧病と紛らわしく

政樹の病名としてふさわしくないことから、あらたに商機闘病の病名が

与えられ (阿部ら、1990)、立柚病はその異名となった。英病名は特に定

まった ものが無か ったので、 Southern root rot と名付 け られた。

発生樹種と分布 本病菌は主としてオセアニア、アシアの熱帯・亜熱

帯地域 において、古 くか らバ ラゴムノキ ・コー ヒー ノキ ・カカオな どの

大規模栽培工芸作物 (エステート作物) に大害を与える病原菌として女u

られていたもので、宿主作物も針葉樹・広葉樹ともにきわめて広く、多

巧巴EEの土壌病原菌である。近年はアフリカからも被害報告かある。本病

菌の宿主は以下のとおりてある。

林イ、 ア ロウカ リア (Aたmm ′7‘zspp), ア カシア (Ac"""spp.), シマ

カゴノキ (Ad“似忽がり恕Pm′ce肋超), ギンネム (A偽′〃"spp), アカギ

(βはげzo姉ねノ"〃"〃?c"), テ リハ ポク (Cd/Dメリ′〃′′′'mm メリ'′/〃め ,モ クマ オウ

(Cαszrmm α eqzr格βあら/′"), チ ャ ンチ ン (Cm ′〃/"spp ), カ ナ レ ッ テ

(Co な殻" 中川〆〃′"), ヒ ョ ウ タ ンノキ (c だsce′〆′" 伽ノere), ソ ノソノ キ

(Do あのgm smo), 力ポー ル (D り′o卿腐そDPsspp) ユー カ リ (Ezfc"り漸騰

spp ) イ ヌヒワ ・イン ドボタインユ (Fた〃 spp ), フクギ (Gので‘〃′"

szfbe′伊方c")、タブノキ (屑鑑慶応 spp ), タイワンセンダン (』セル〃

- 25 -



o2e山mch)，マツ（乃川IS Spp )，イヌマキ（Pbdhmゆ11$ Imuo,山・II")‘ボ 

プラ（Papa/us spp )，マホカニー（助ieteim spp.) ．チーク（Teelona 

伊widis)など． 

特用樹（つる性’L芸作物を含む） ラミー（Boelirnena mim)，チャ 

(Camel/ia si,,eiisis ，センナ（Cass.a spp )，メキンココムノk (Crn,jilloa 

.IhsIjm ) ，カポッ ク （（えゆa 加'I加I,功'7 ) ，クスノキ・ニ・ノケイ 

(Cinuaniouzutu spp.) ，ココヤシ（Cocos ;Iu(i(el司，コーヒーノキ(Cq施a 

spp )，アプラヤシ（EI加is gunteens司，コカノキ（E,ythroay加i spp ) ，ノぐ 

ラゴムノキ(Ilevea bwsthenses) 、ャノサバ（Maui/tot spp )，ナツメク 

（制，,istsm加gmis) ．コショウ（Piper川gJlm) ．チョウン（みzyguiin 

spp )，カカオ（Theob;o;aza cacao）など． 

果樹 ハンレイシ（Annoys spp ) ．バンノキ（ル加Ca加●spp )，柑1西 

頬(Cd,us spp ) ，リュウカン（＆ゆIto no tangom) ，マンゴスチン 

( Gwcnna inwigoskasa) ，ランサ（LInsli',,l db,nesh'm ) ，マンコー 

(Hml馴feux indka) Iゲッキツ類（H川7Wya nohm ) ．ランプータン 

(Neplielium lap加‘'II」II)，アポカト（1そ,sea spp.) ，プトウ（Vt/is osn1ea) 

なと。 

花木I緑化樹 ョウテイポク（Bauli,i,ia ,metaoyl)．フーゲンヒレア 

(Bougainwllea S加c/a/n/is)，セイョウコバンノキ（B,eynia inuosa)アメ 

リカハンマツリ（ふmlelsa, a,nencana) ．トックリキワタ（C/to,・SW 

$加c,osa)，ヘンョウホク（Cailtoetu wit Fegalu司，ホウオウホク（De/ani. 

旭gIa)．タイワンレンギョウ（Dutantapltt川teii) ，デイゴ(E,tlinm 

spp )，クチナシ（（助1たtue spp ) ，キツタ頬(Kedern austin加,功，プ・ノ 

ソウゲ(H,bsscus spp.) ，アゾサイ（Hydnvjgeo spp.) ，タイワンイズセン 

リョウ（Haea fonuosana) ，ナンョウサクラ（M川lll?? lO cola/turn) ，キパ 

ナキョウチクトウ（I7thvel:a peniwoita)なと． 

分布 アシア（プルネイ・巾国・インド・イントネンア・日木・マレー 

ンア・ミャンマー・パキスタン・フィリピン・スリランカ・タイ・台心・ 
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Qzedqmcb) ,マ ツ (Pzimsp1)) イ ヌマ キ (Po 命じmpzrs''ぽに′のめ'〃"), ポ

プ ラ (Po 戊申fs spp ), マ ホカニー (Szv′〃′〃〃′〃 spp,), チー ク (7亥 わ〃α

gmii 感s) な ど。

特用樹 (つる性
-L
芸作物 を含 t ) ラミ- {β健か〃の7"〃′ジe"), チャ

(Cm--e′′-" 川g1そもそも), セ ンナ (CqssfαsI)P), メキンココム ノキ (Cぬ館 !m

e魚群ぞm), カ ポ ッ ク (α′加 Pej加 川′“ ), ク ス ノ キ ・ニ ソ ケ イ

(C 翻そ"ヂーmm{"{ spp,} ,コ コヤ シ (Cocos""" 勉 "), コー ヒ… ノキ (Co が m

spp), アブ ラヤ シ (E/解′sg 肋 z健〃sバ), コカ ノキ (βリノ′ありリブ〃〃spp), バ

ラゴム ノキ (rlgo微 かα網旧態 s), キャ /サバ (ハイ""‘′?or spp), ナツ メク

(ハあり′s′′c" “"停留 7s), コ シ ョウ (P ゆerノ′増川i〃), チ ョウ >( 励めぎ〃〃〃

spp), カカオ (T!紹ob?o〃ぞ" 照雄 Q) な ど。

果樹 ハ ンレイシ (月mmJm spp), パ ン ノキ (Aim 佃小郡 spp), 柑橘

類 (.Cmm spp ), リュ ウカ ン (& 中海〃"/ の増α〃α), マ ン ゴ ス チ ン

(Cmcmm m" 増価加川 ), ラ ン サ (乙のる〃〃〃 dome 新旧〃“ ,マ ン ゴ ー

("加 増舵川 “感じの ,ゲ ッ キ ツ類 (Mm 川洲 β入山ご"), ラ ン ブ ー タ ン

(~〃カルe/〃“〃‘"粥川α′o〃), ア ボカ ト (Pのsm spp.), ブ トウ (!ノける〃“〆≧ノ〃)

なと。

花木 ・緑化樹 ヨウテイボ ク (βαmm ′mm 役 moも"), フー ゲ ンヒレア

(β俳壇"m り協 msPg ほめ′/ ,セ イ ヨウゴバ ンノキ (βだy〃′〃J〃〃os" ア メ

リカハ ンマ ツ リ (βm 虎禽′" 伽燭 7m 〃〃), トッ ク リキ ワ タ (C/'0′7s′"

sPecms 〃), ヘ ン ヨウホク (Co 山僻 mm" 〃#"′捌け ,ホ ウオウボ ク (De/o〃7入

′eg′"), タ イ ワ ン レ ンギ ョウ (D〃〃〃〆〃〆〃m 陀〃), デ イ ゴ (E′y効ノ7〃"

spp), クチナ シ (Cm ぜβ〃m spp), キツ タ類 (嵐edem"! ‘s館山"〃〃), ブ ソ

ソウゲ (H′かscz娼 spp.), ア ゾサ イ (町 泊 m 増mspp.), タイワンイズセ ン

リョウ (屑 "ぬαた mmMm), ナ ン ョウサ クラ (屑〃〃加増m ご認め′〃"), キバ

ナキョウチクトウ (鞍 eリメmpm ′〃‘のめ なと。

分布 ア シア (ブルネイ ・中国 ・イン ド・イン 1、ネンア ・日本 ・マ レー

ンア ・ミャ ン マ ー ・パ キ ス タ ン ・フ ィ リ ピ ン ・ス リ ラ ン カ ・タ イ ・台 湾 ・
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ヘトナム）．大洋州（オーストラリア・フィンー・マリアナ藷島・ニュー 

ゾーランド・ニュープリテス・パプアニューギニア・ハヌアツ・西サモ 

ア）、アフリカ（アンゴラ・カメルーン・中央アジア・コートジポアール・ 

ガーナ・ケニア・ナイジェリア・タンザニア・~ーゴ・サイー,り'中米 

（コスタリカ・キコーハ・プエルトリコ）なと。 

防除対策a防風林や植林地に風倒木か出た場合は、地際から化採L根 

株は堀リ上げて感想させ、本病閑の繁殖を防」する。 

b間伐その他の伐採予定本はあらかしめ環状剥誉をし、樹冠か萎ちょ 

う枯死L樹皮がすっかリ乾いてから化探する。 

C 発綱相は伐採し、根株は堀りートげて乾かした後焼却する． 

d病原菌の繁殖した化採根株または風倒木の根株は、周囲の状況によ 

リ、ヒニール被楓を行ってガス増墓をするか，枯れ軍を嶺んて焼き 

払う． 

e防風林なとの保表林ては、感染発病卿の周囲に（すく外側でなく、I 

-2本外側に）防除虞を堀り、堀リあけた上にPCNB扮剤をa和し 

て埋め戻す。 

7)業鶏 

噺の要点 主に若木の枝幹に発生する。始め樹皮に慶掲色のやや陥 

度1..た病P1を形成し、これは急速に拡大して技幹をひと巻きする．太枝 

や幹ではしばしば病患部の樹皮に亀製を生し．やや彫らんて粗遣とな 

る．やがて報い茎ては病塩全面を覆って、太枝や幹ては病血の上ートの繰 

に．灰桃白色の喬いにかわ状のm糸農を形成し、時に子央層や坦了胞子 

の形虞により、大面がI分状を呈する．糾斑か枝や幹、茎やつるをー周す 

ると、その上部はしたいに葉か賞化し、あるいは水分を失って萎れて枯 

れる．太牧や幹ては枯死に至らなくとも、風によって病皿部から折損す 

ることか多い（図版2・3. 4). 
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ヘ トナム )、大洋州 (オー ス トラ リア ・フィジー ・マ リアナ諸島 ・ニュー

ジー ラン ド・ニュ一 ブ リテス ・パプアニュー ギニア ・ハ ヌアツ ・西サ モ

ア )、アフ リカ (ア ンゴラ ・カメルー ン・中央ア ジア ・コー トジボアール ・

ガーナ ・ケニア ・ナ イジェ リア ・タンザニア ・ 1- ゴ ・サ イール )、 中米

(コスタ リカ . キューハ ・プエル トリコ) な と。

防除対策 a防風林や植林地に風倒木か出た場合は、地際から伐採し根

株は掘り上げて感想させ、本病菌の繁殖を肋」」する。

b間伐その他の伐採予定水はあらかしめ環状剥離をし、樹冠か萎ちょ

う枯死し樹皮がすっかり乾いてから伐採する。

c発病樹は伐採し、根株は掘り下げて乾かした後焼却する。

d病原菌の繁殖した伐採根株または風倒木の根株は、周囲の状況によ

r)、ヒニール被覆を行ってガス嬬慈をするか、枯れ草を積んて焼き

仏う。

e防風林なとの保安林ては、感染発病(閑の周囲に (すく外側でなく、1

~2 本外側に)防除講を堀り、堀りあげた上にPCNB 粉剤を混和し

て埋め戻す。

あかころもびょう

7) 赤衣病

診断の要点 主に若ィ・の枝幹に発生する。始め樹皮に榛褐色のやや陥

没した病班を形成し、これは急、速に拡大して枝幹をひと巻きする‐大枝

やぢではしばしば病患部の樹皮に亀裂を生し、やや膨らんて細造とな

る。やがて細い茎ては病斑全面を覆って、大枝や幹ては病魔の上
-1
・の緑

に、漆桃 n色の薄いにかわ状の菌糸瞬きを形成し、時に子尖層や粗了胞子

の形成により、大面が粉状を呈する。ヲ丙斑か枝や幹、茎やっるを一周す

ると、その上部はしたいに巣か黄化し、あるいは水分を失って萎れて枯

れる。大枝や幹ては枯死に至らなくとも、風によってヲ内患部から折損す

ることか多い (図版 2‐3,4) 。
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本病の最大の診断特徴は、病患部全面を、あるいは病功上下の縁の部 

分を覆って形成される、桃白色の菌糸膜てあり、これはのち子実層と坦 

了胞子の形成により粉状を呈する。 

病原菌 Corhcwn, sahiiwitcoloi Berkeley et Broome。 一時 

Phanemc加etc solmwiicolor (Berk dBr ) Juheb か用いられたか、最近 

はE,ytftnrium S{tiluio?l?C010i (Berk. ci Br ) But dsa!l の学名が用いられ 

つつある。英病名（pink disease）も和病名も、茎幹の病患部に形成さ 

れる病原菌の曲糸膜の色（桃色系）から来ている。 

子実層は宿tの樹皮表面を覆う白色ないし淡桃色の菌糸層の表層に発 

達し、視棒状の坦了器(basidium）を並列する。坦子器は無色、円筒状 

～机林状、無隔壁、直または僅かに曲がる、大きさ12-34 5< 5.5 -12 

pm ,頂部に4個の小柄（sterigma) を有し、その上に各一個の坦子胞子 

(basidwspote) を生する。坦子胞子は無色、単胞、卵形、大きさ8- 14 

X 5~lOp flL 

発生樹種と分布 木病は主として熱帯・亜熱帯地域て林木・果樹‘観賞 

樹木・丁芸作物なとに発生し、胴枯性ないし枝枯」」病害を引き起こす。 

時には温帯地域にも発生し、わが国ても従来は亜熱弗圏の沖縄・鹿児島 

両県下の島々て相橘類を中心に被害報告かあったが、近年長野県や群馬 

県ートてリンコやイチョウを始めとする様々な樹種における発生がしら 

れ、分散拡大が注目されている。熱帯・亜熱帯地域における主な被害樹 

種を以－卜に列挙する。 

林木 アカシア（4cacia spp ) ，アガチス（Agathis spp,) ,ブキャナニ 

ア（Buc加22(71m spp ) ,モクマオウ（（二’dsuanna spp ) ，ヒョウタンノキ 

(Crcscentm cu/etc）ス午( C3ptonienc sP )カトンラウト（Cyneme加 

)(2n2 展J in) ,シーリ ンギア （Deel?)唇Ui 5p ) ，コクタン （DmSI)y105 

加IリjpmCliS司 ，ユー カリ（Eucaり，lus spp ) ，イヌピワ・イントポダイジ 

ュ（Fires spp,) ，メキンコライラソク（Ghricidsa sepn 助、ジャイアント 

イピルイピル（Lel(caefla んucoce 加励,ポド（Fb山ccゆits gracih01) ，ポ 

ー－ 28 

本病の最大の診断特徴は、ヲ内患部全面を、あるいは病魂上下の緑の部

分を覆って形成される、桃白色の菌糸膜てあり、これはのち子失層と牡i

T胞子の形成により粉状を呈する。

病 原 菌 Com ご′〃m m 無 o〃′の /m B er1くeley etBroom 一 時

那加 ?erodmefemf}}70;} ぼり/or(Berl ‘ et Br)Juhch か用 い られたか、最近

は Eリゲル′?c′zrm sm“mm の /or(Berk.et Br)Buldsall の学名が用 い られ

つつある。英病名 (p11lk d1 easc) も和病名 も、茎幹の病患部に形成さ

れる病原菌の1豹糸膜の色 (桃色系) から来ている。

子実層は宿一二の樹皮表面を覆う白色ないし淡桃色の菌糸層の表層に発

達し、根棒状の坦了器 (basidーum) を並列する。坦子器は無色、円筒状

~ 祝棒状、無隔壁、直または僅かに曲がる、大きさ 12~34 × 5.5~12

"m, 頂部に 4個の小柄 (sterlgma) を有し、その上に各一個の胆子胞子

(bas1dIQspote) を生する。坦子胞子は無色、単胞、卵形、大きさ 8~14

× 5~10 “ nl。

発生樹種と分布 本病は主として熱帯・亜熱帯地域て林木・果樹・観賞

樹 、.工芸作物なとに発生し、胴粘性ないし枝枯19病害を引き起こす。

時には温帯地域にも発生し、わが凹ても従来は亜熱帯圏の沖縄・鹿児島

両県下の島々て相孫類を中心に被害報告かあったが、近年長野県や群馬

婁ぎ下てリンゴやイチョウを始めとする様々な樹種における発生がしら

れ、分散拡大が社日されている。熱帯・亜熱帯地域における主な被害樹

種を以「トに列挙する。

林木 アカシア (Amcm spp), アガチス (Ag可たzsspp,), ブキャナニ

ア (& 肥加川 jm spp), モ クマ オウ (Cαs〃"′?′z"spp), ヒ ョウタンノキ

(C′部 cのけ雁 c燭のe) ス キ (C,)弱 o崩eノ7"sp) カ トン ラウ ト (q'〃o'′z愛川

mm 卵の“), シー リ ン ギ ア (Pee′?増′α sp ), コ ク タ ン (Dzos のりDS

P/〃妙趣;'ejws),ユーカリ (風 rmもめれ′sspp) イ ヌピワ・イントボダイジ

ュ (F雌雄 spp,), メキシコライラック {G‘‘'?ロメ解 sgか mz) 、ジャイア ン ト

イピルイピル (乙釧 me;'"/ezfcocep′z"超), ボ ド (Po の 鯛珍 "sg? 僻 みのう ,ポ
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プラ（Pc加iiパspp.) ，ヤナギ（SalLe tetra助am司，マホガニー（Sun etenia 

spp )，チーク（Tectona gin)励り，スリワンギ頬（n0)2(1 Sliie)isis) ，ホソバ 

ウラジロエノキ（乃eina anboine,お1り，ニンジンボク（ntax spp.）など。 

特用樹（つる性工芸作物を含む） アブラギリ（A/eon/es spp ) ，ベニノ 

キ（BLta olleana) ，ラミ- (J3oehmena spp ) ，チャ（Cam cilia sinenses) 

センナ（Cassia spp,) ，メキシコゴムノキ（Castiloa alas tica) ，カポック 

(Cetha pentandra) ，キナノキ（C/nc!lana spp ) ,ニッケイ（Cinnamom iou 

spp ) ，コーヒーノキ（Cl2鷹ni spp.) ，コラノキ（Co/a spp ) ,ハイトバ 

(Dem7s eliゅ坑の，コカノキ（E,ymmoxy (on novograuiaたnse ) ,パラゴムノ 

キ（Heeea brasiliensiョ,キアイ（hldlgqfern spp ) ，キャノサバ（Main/jot 

esci庇”加）,インドクワ（Moms mld/ca) ，ゲソキツ（Miinnya spp.) ，ナツ 

メグ（」Iy ristica 加gm J」s) ，コショウ（P/per mgniun) ，イントジャボク 

(Rauwoifia spp.) ，カカオ（刀jeobrouna cacaの など。 

果樹 バンレイシ（山tu,ouia spp.) ，パンノキ（Aulocaipus spp ) ，ゴレ 

ンシ（Averriwa spp .) ，柑橋類(C/tnバ spp ) ，ドリアン（Dmm 

zibemカms ) ，ビワ （Eriobo切呪 Jzゆouiica ) ，リ ュウガン （EIゆh0210 

longana ) ，イ チジク （Rcus canca ) ，マンゴスチン （Garciuna 

unangostana) ，グネツム（Gnetum gnemon) ，マンゴー（Mau曾加in indica), 

バラタ類(Maw加ua ac/naョ，ランブータン（Nephelium lappaceunり ,キ 

ンキジュ（乃macebbiuni 山kd ，スモモ（Pnouパspp.) ，グアバ（Psi請/0)2 

spp ) ，リンゴ（Mah恰spp ) ，セイョウナシ（乃ills COil/illml司 キイチゴ 

(Rubus spp,)‘クプル（Stelecliocarpi昭 buinho力,ミズフトモモ（み2))gmm 

aquea.) ,ブドウ（llihs Vi)!勇,功 など。 

花木・緑化樹 アかJファ（A Ca加加spp )‘ナンハンアカクロアズキ 

(Adenanthera bicoioi) ,オオアリアケカヅラ（Al/anion山catliartica) ,ヤ 

ブコウジ（A励sw spp ) ,ブーゲンビレア（Buugaiiivullea spectabi同 ，セ 

イ ョ ウコバンノキ類 （Breyi?ia YaCeull0sa ) ，ヒ メツゲ （Bitt!お 

in iCYO/J如i/a ) ，ヒゴウカン （Cailiandra spp ) ，ムラサキシキブ類 
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プ ラ (Pop 感 侍 spp.), ヤナ ギ (縫 え℃rgfm字柳 川 ), マ ホガニー (S那珂gjm

spp), チー ク (た domg ′〃'油 s), スーjワンギ類 (Zoom sme''sis), ホ ソバ

ウラジロエ ノキ (釣の'?""′あの′そg7ぞs ,ニ ンジンボ ク (1/7尼芯 spp.) な ど。

特用樹 (つる性工芸作物を含む). アブラギリ (A/釧′7fesspp ベニノ

キ (β友αo//粥〃Q), ラ ミー (βoB′z“卿如 spp), チ ャ (Cm}2g"とαsme′zs′s),

セ ンナ (Cqssぞα spp,), メキ シ コゴム ノキ (Cqs 協 !oα〆偽れoα), カポ ック

(企 めα郷′加 川 '"), キナ ノキ (α′2o/zo〃"spp), ニ ッケイ (Cz'mmmm 〃′〃

spp), コー ヒ一 ノキ (CQZ先α spp.), コ ラノキ (Co 超 spp), ハ イ トバ

(D の77se′砂 海α), コカ ノキ (& γ助川湖 Zo7z720ひog焔〃αfe′M), バ ラゴム ノ

キ (Heひどαbmsz/zの徹s),キアイ (み-〆増帆emspp), キャソサバ (Mm 感 oz

escz‘卿血 ), イン ドクワ (M の倦 め?露m), ゲ ッキツ (鯛〃′?竹脚 spp, ナ ツ

メグ (屑y'7srzm 万αgm 〃s), コ シ ョウ (Pめβγ"?8““〃), イ ン トジャ ボ ク

(兄餌r2りo坊α spp.), カカオ (刀2gob若o′照 cdodo) な ど。

果樹 バ ンレイシ (A727′o〃α spp.), パ ン ノキ (A7ずoGα'Pzrs spp), ゴレ

ンシ (A堀川のα spp.), 柑橘 類 (α f′婚 spp ), ドリア ン (D〃′ブo

z透蛇肋 "‘s), ビ ワ (E “obメリ'"′"Pomm), リ ュ ウ ガ ン (& の/zo'?"

/のぼの2α), イ チ ジ ク ( Fzcz姻 cd“od), マ ン ゴ ス チ ン ( Gの℃mzα

md′増os云d""), グネツム (G′励め〃夢燭 }のめ ,マ ンゴー ( 加̂増 施 m 海感od),

バ ラ タ類 (脳伽′如 'α解′〃" ,ランブー タン (~eP ルメ?柵ー如め郷 "‘f''z),キ

ンキジュ (P効βceあ如〃;乙ゐf‘"), スモモ (P′m〃fs spp,), グアバ s肋〃“7

spp), リン ゴ (脱獄‘sspp), セ イ ヨウナ シ (乃り7′sco“〃〃′‘'72s)キイチ ゴ

(品 fあてsspp.), クプル (秘eを〆そののか姓る′〃〃ため ,ミズフ トモモ (夢 z階 mm

"の‘gd.), ブ ドウ (幹雄 “〃舵 m) な ど。

花木・緑化樹 アカリファ (Acαbzがぞαspp), ナンハンアカクロアズキ

(Adej解雇庇氾 脱co/oフ), オ オア リアケカヅラ (A肋 ,雛〃‘Zooα拍α,7′cd), ヤ

ブ コウジ (A′dzs7"spp), ブー ゲンビレア (βo′増d′粥川総 sped" もzお ), セ

イ ヨ ウ コ バ ン ノ キ 類 ( β形跡22α打なcemosd), ヒ メ ツ ゲ ( & 似鮎

7'7摺り嫡男‘"), ヒゴウカン (Cdと′〆"?略解 spp ), ム ラサ キ シキブ類
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(Callicaゅa u/huhり，ハナズオウ類（ Cercis canadensis ) ，ヒギリ 

(Clerodendron sppj ,ヘンョウボク（Codluewn vanegatauni) ，イトスギ 

K Cup ressi恰spp ) ,ハリマツリ（IJuranta spp 〕,デイゴ（&yttinna spp 〕， 

マサキ（勘mびIn/IS japon/c,司 ，インドゴムノキ（nClパems/ica) ，クチナ 

シ（Gmdculte spp,)‘ハゴロモノキ（Greut/lea iobusta) ,ブノソウゲ 

(Hめ(SC/IS spp ) ，モチノ書類(lies corn加nd ，サンタンカ（ixoraspp.) , 

シャスミン（Jas,ntnuun spp )，トウネズミモチ（L智its/n/in lucidiuun)、カ 

ラダネオカタマ（Miche/ja spp )、ナンョウザクラ （!i'Jun/i.ngta 

mktbu田A ョウチクトウ（Nenuin spp )，トベラ（Pi/tosponun tobi旬 

プルメリア（Pittnteria spp.) ，バラ（Rusa spp ) ，カエンボク（争am0叱“ 

canゆalit,白助，サンユウカ（Tabeniaeniontana corona司,ヒメノウゼン 

カズラ （Tecounana Cape,おis) ,キバナキョウチクトウ （mane/ia 

penurnana) ，ヤハスカズラ（刀nunbeigia spp ）など。 

分布 アジア（アンダマン諸島ーブルネイ・カンボジア・中国・イン 

ドーイントネシア‘日本‘マレーシア・フィリピン・スリランカ・タイー 

台湾・ヘトナム）、オセアニア（オーストラリア・フィジー・ニュージー 

ランドーパプアニューギニア・ソロモン諸島・西サモア）、アフリカ（カ 

メルーン・コンゴ・コートジボアール・ガボン・ギニア・ケニア・マダ 

ガスカル・モウリシアス・ローデシア‘シェラレオネ・南アフリカ・タ 

ンザニア・トーゴ・サイール）、北米（メキシコ・アメリカ）、中米（プ 

エルトリコー トリニダートトパゴ）、市米（ブラジル・コロンビア・ガイ 

アナ・ペルー・スリナム）、欧州（コーカサス）。 

防除対策 本病はきわめて多犯性の病害であるが、常にすべての植栽 

地や緑地に発生するというものではない。土壌条件、気象条件等の影響 

で宿主植物の成長が哀えるような環境下で、病気が発生し蔓延する。す 

なわち、土壌条件の良いところでは、一般に宿主の成長が旺盛で、病原 

菌の侵害による病斑が現れても、癒合組織の形成により病斑は速やかに 

閉塞して、拡大進展することはない。ところが土地の凹凸や水分条件な 
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とて宿主の成長か遅かったり停冷きみのところでは、いったん発生した 

病UI.の岡囲ての癒合組撒の形成か援嵐て、肩鳳菌は傍コルク用未形成部 

分から外側へ拡大進展し、病斑か枝や幹を一周し、ト都を巻き枯らしに 

して枝枯れや馴枯れを起こし、樹れの退廃から変形ないしl占死にいた 

る． 

宿主の樹勢を低下させる嬰囚には、上壌条件（水分、栄豊分）の他に、 

乾季の長さなどの気象条円も加わリ、とくに例年になく札季の良い年、 

あるいは“j季の降水最が著しく少ない年には、恰軸樹挿において喫自Iと 

して本病か大発生する．不時の突発的大発生の場合は気象条件の同復に 

より、したいに新たな発生は納まるのかふつうであり、経過を見守リな 

から被害木の枝打ち、伐倒による除去を心かけてゆけは良いであろう． 

これに反して木病の常発地では立地条nを考膚Lた樹神転換をわってゆ 

く必要かある． 

木病に対する薬剤防除の試みも各円で有われている．濃厚ホルドー合 

剤（破酸網200g +生石灰200g＋水1 51）の散布か有効てあり、また幹 

部の削リ取リと穀苗剤ペーストの冷布を組み合わせた外科手術が有効と 

の報告がある．しかし桑剤防除は、集約栽培されるコー芸作物や果樹ては 

ともかく、造林地では水の問題や経済的環境的観点から便用することは 

且しい．なお、いくつかの樹種て木病抵抗性クローンの選抜か試みられ 

ているが、実用化にはまだ違い段階のようてある。 

8）ボトリオディプロディァ論齢 

診断の要点 木病は赤衣病とともに熱帯地蟻の二大馴枯胸とbわれて 

いる．多犯仕で様々な植物の茎幹や枝、果爽や菓か侵されるが、＋には 

皮層が侵され．芋粘れや性枯れ、馴枯れ性病害か起きる．苗木から成木 

まで広い範囲に発生する．苗木では地際の半が侵され病mは企体に妻れ 

て枯れる．枯れた事の皮にいは状の小隆起（痛原iIの柏子蚊）が形成さ 
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とて宿主の成長か遅かったり停滞きみの ところでは、いったん発生 した

病斑の周囲ての癒合組織の形成か緩慢て、病原菌は傷コルク層未形成部

分から外側へ拡大進展し、病斑か枝や幹を一周し、 1署=を巻き枯らしに

して枝枯れや胴枯れを起こし、キ釘旭の退廃から変形ないし枯死にいた

ろ o

宿主の樹勢をイ氏ドさせる要因には、」-壌条件 (水分、栄養分)の他に、

乾季の長さなどの気象条ず′!も加わり、とくに例年になく乾季の長い年、

あるいは雨季の降水品が著しく少ない年には、常緑樹種において突如と

して小病か大発生する。不時の突発的大発{Lの場f は気象条件の回復に

よ 1)、したいに新たな発生は納まるのかふつうであり、経過を兄守 1)な

からネ及害木の枝打ち、伐fillによる除去を心かけてゆけは良いであろう。

これに反して木病の常発地では立地条例を考慮した樹林転換をネ」ってゆ

く必要かある。

本病に対する薬剤-防除の試みも各国で行われている。濃厚ホル 1一合

剤 (硫酸銅 200g 十生石灰 200g 十水 151) の散布かお効てあり、また幹

部の削り取りと殺菌剤ペース 1、の塗布を組み合わせた外科千術が有効と

の報告がある。しかし柴剤防除は、集約栽培されるエ芸作物や果樹ては

ともかく、造林地では水の問題や経済的環境的観点から使用することは

難しい。なお、いくつかの樹種て木病抵十対生クローンの選抜か試みられ

ているが、実用化にはまだ遠い段階のようてある。

どっがれびよっ

8) ボトリオディプロディア月岡枯病

診断の要点 本病は赤衣病とともに熱帯地域の二大胴枯病と言われて

いる。多ぢ閉止で様々な植物の茎幹や枝、果実や築か侵されるが、主には

皮層が侵され、琴枯れや枝枯れ、胴枯j覆っ-病害か起きる。苗木か )成木

まで広い範囲に発生する。苗木では勉際の茅が侵され病苗は全体に萎れ

て枯れる。枯れた輩の皮にいぼ状の小隆起 (病原菌の柚子殻) が形成さ
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れ、頂部は表皮を破って黒点状に現れる．若木から成木まて太枝や墨幹 

にそれそ技の基部を中心に慶褐色-褐色のやや凹陥した維艮の桁円～紡 

鉢形の病軒か形成され、拡大すると商斑は枝幹をー円し、その上部は曇 

らょう掲変Lて枯れる．枯死茎幹の樹皮にはさめ肌状に黒色小P」丘状の 

隆起（栴原鶴の柄子蚊子座）か多故形戚される（図版2・5, 6)． この部分 

をカミソリの刃などで緯く皮を判ぐと、黒色平板状の曲体（f座）に徹 

小な白色の塊（成熱した病原曲の抽f殻の中味）が転々とちりばめられ 

ているのが、肉臓あるいはルーぺの下て良く見ることか山来る。果実や 

秤皮では灰黒色ないし黒色の変色蜘胃を牛し、鵬敗部にはとんと表生状 

に黒色のいほ状隆起（病原蘭の柄子穀ないし柏f般子座）か多敵形成さ 

れ、果肉の収縮により、病斑表面は十面か黒色の仙体に胤われるように 

なる。 

前項の赤衣病との最大の相違点は、病UTトに現れる予実休が黒色さめ 

肌状の小隆起群てあることで、赤衣病の淡枕色の苗糸膜ないし子実層と 

は全く異なる標徴を示す。木病の場合、赤衣海と違って子実体か樹皮下 

に形虞され、外観からは次定的な特微刊断が難Lく、頬似の菌しあるこ 

とから最終的には蹴徹筑検査によらねはならない． 

病原園と病名 Lasiot/p/odia Iheolnanice (Patonulla, d) Grutlon et 

Maublanc (= Bat iyodゆIんtha tlieobmnute Paton%ttal d)～柏了穀女いし 

抽了殻子座は枯死幹あるいは腐敗果実や菓病斑の表皮下に埋生、のちA 

皮を破って頂部を表面に露出する‘葉摘斑や幼事ては単室の栖f蚊とな 

り、果史や成木の茎幹では多室の柄f蚊子座となる．単血の柄子蚊では 

径200-500p in社度、子座では長さ敵mmに及ぶ。楢子殻室 

卿cn吐lal locule）は径80-400ji 、内層に無色知枠状の分生子柄 

（分生子柄形成報胞）を並列し、頂蝋から分生fを形成する．分生刊it 

出芽型（ホロプラスチック）に形成され、拍円形、始め無色、堆細胞、の 

ち中央に隔壁を生じ、平等2報胞、さらに出熱すると掲色ないし皿掲色 

て縦に明瞭な縞ができる、15-31 x 10-i? 5p m （図・3).稀にテレオ 
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れ、頂部は表皮を破って黒点ご次に現れる。若木から成木まて大枝や基幹

にそれそ枝の基部を中心に淡掲色~褐色のやや巴“;";した縦長の楕円~紡

錘形の病班か形成され、拡大すると病斑は枝幹を一周し、その上部は萎

らよう鶴変して枯れる。枯死茎1幹の樹皮にはさめ肌状に黒色小円丘状の

隆起 (病原菌の柄千殻予感) か多数形成される (図版 2‐5,6)。この部分

をカミソリの刃などで薄く皮を剥ぐと、黒色平板状の曲体 (子座) に微

小な白色の塊 (成熟した病原菌の柄子殻の中味) が転々とちりばめられ

ているのが、肉眼あるいはルーペの下て良く見ることか出来る。果実や

秤皮では灰黒色ないし黒色の変色病斑を牛し、腐敗部にほとんと表生状

に黒色のいぼ状隆起 (病原菌の柄千殻ないし柚子殻子座) か多数形成さ

れ、果肉の収縮によt)、病斑表面は全面か黒色の楠体に覆われるように

なる。

前項の赤衣病との最大の相違点は、病斑おこ現れる予実体が黒色さめ

肌状の小隆起群てあることで、赤衣病の淡桃色の菌糸膜ないし子実層と

は全く異なる標徴を示す。本痛の場合、赤衣病と違って子実体か樹皮下

に形成され、外観からは決定的な特徴判断が難しく、類似の菌もあるこ

とから最終的には顕微鏡検査によらねはならない。

病原菌 と病名 乙価mぬか/od海抜eの′〃'j2〃e atomllaId)Gr1lfon et

MaubLanc 〔=Bor')I 鋼あげo霞‘汀悩 oありmqe Paton1ua ・の 。柄 殻 ない し

柚子殻子座は枯死幹あるいは腐敗果実や菓病班の衣皮下に刈≧生、のち表

皮を破って頚部を表面に露出する。葉網斑や幼茎ては単室の柄子殻とな

り、果実や成木の茎幹では多望の柄子殻子座となる。』ii室のf内子殻では

樫 200~500 〆 m 程 度、子座 では長 さ数 mm に及ぶ。柄 千殻 室

(Pycnldial locu1e) は樫 80~400"m 、内層に無色短棒状の分生手柄

(分生予柄形成細胞)を並列し、頂端から分生十を形成する。分生十は今

出芽型 (ホロプラスチック) に形成され、楕円形、始め無色、単細胞、の

ちrh史に隔壁を生じ、平等 2細胞、さらに成熟すると褐色ないし黒褐色

て縦に明瞭な縞ができる、15~31 × 10~17 5"m( 図 .3)。稀にテレオ
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モルフ（完全世代）(Bo切’osp/iaerza rhodina (Berkeley ci Curtis) von 

Arx〕の形成が報告されている。 

以前は色々な植物上でそれぞれ独立した種名で呼はれていたか、その 

後多犯性てあることが受け入れられ、整理が進んて、カカオの胴枯病や 

実腐病菌として記載されたBobyodゆi/othce theobromae Pat の学名に統 

一され長く用いられてきた。しかし近年になって、本病菌の分生子が成 

熟するまで無色の期問が長く、成熟した時に分生子表面に縦の縞か人る 

こと、有性世代（完全世代）がBot;yoゆJi,ieria rhodz;ia (Berkeley et 

Curtis) von Arxに収斂することなどから、フランスで占く属を分けら 

れていたLasんdゆlodea theobmmae (Pat.) Grif et Maub!の学名が復活 

して採用されるようになった。 

病名のポトリオディプロディア胴枯病は病原菌の旧属名からきたもの 

である。赤衣病のように他の病気から区別できる特有の病・標徴がない 

ため、作物ごとに様々な病名（英名、和名とも）がつけられておリ、他 

の多犯性病原菌のような統一病名は無いが、今後はなるべく表記の病名 

を用いてゆくことになる。和病名のある植物は次のとおリである。 

ボトリオティプロディア枝枯病．ナシ，ホトリオディプロディア胴枯 

病 カカオ・ガラナ・パラゴムノキ，軸腐病（stein end rot） バナナ・ 

もoooco 
ロ ク 

（

、

一

）

 

一
 

一
 

難
 臓 意
 

ク《” 

g' 

図－3 ボトリオディプロディア胴枯病菌 

a ．柄子殻子座 b 未熟の無色単胞の分生子 C 未熟の褐色単胞の分生子 

ci 成熟した2細胞、褐色の縞のある分生子（F-! a = lOOprn、 b'-'d = !Os,rn ) 
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モルフ (完全世代 )〔βoありもがー解“ロメのぬ '"(Berl(eley et Curt1s)von

Arx 〕の形成が報告されている。

以前は色々な植物上でそれぞれ独立した種名で呼ばれていたか、その

後多犯性てあることが受け入れられ、整理が進んて、カカオの}胴枯病や

実腐病菌として記載されたβoあり〆ゆz′odzα抜飾る齢mqe pat, の学名に統

一され長く用いられてきた。しかし近年になって、本病菌の分生子が成

熟するまで無色の期間が長く、成熟した時に分生f 表面に縦の縞か人る

こと、有性世代 (完全世代 ) がβメリ′osp加 mq “′od?〃"(Berl〈eley et

Curtis)von Arx に収数することなどから、フランスで古く属を分けら

れていた LQ諺odzpzodmご窮め 'mm β(Pat.)Gnf et Maubl の学名が復活

して採用されるようになった。

病名のボトリオディブロディア胴枯病は病原菌のEロ属名からきたもの

である。赤衣病のように他の病気から区別できる特有の病・標徴がない

ため、作物ごとに様々な病名 (英名、和名とも) がつけられており、他

の多犯性病原菌のような統一病名は無いが、今後はなるべく表記の病名

を用いてゆくことになる。和病名のある植物は次のとおりである。

ボ トリオティプロディア枝枯病 .ナシ ,ホ トリオディプロディア月掛占

病 カカオ .ガ ラナ・バ ラゴム ノキ , 軸腐病 (stem end 1ot) バナ ナ .

壁@翻禦ぎ葛-
図‐3 ボトリオディブロディア胴枯病菌

a .柄子穀子座 b 未熟の無色単胞の分生子 c 未熟の褐色単胞の分生子

d 成熟 した 2細胞、褐色の縞のある分生子 {H a=100"m 、 b~d =lo"m)
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ノぐノぐイア，へた腐病 ココヤシ，黒腐病（fruit rot) パナナ‘ジャワ 

黒腐病(Java black iot） サツマイモ,芋腐病（stein rot）ーラッカ 

セイ I 茎枯病（乱em rot) マホガニー，乾腐病（peduncle rot) 寺 

ヤノサバ 

発生樹種と分布 元来は熱報・亜熱帯性の病原菌であるか、温帯地域 

においても発生報告がある。 

林木 アガチス（Agatlus spp,)‘ネムノ午(Aibizia spp ) ，アロウか」 

ア（山auc(flm spp.) ，ノぐイノぐ一（Bambiaa (mnm而lacea)，ゴバンノアシ類 

(Baninglonma aculangimk) ,テリハボク（Cabp如llum iiiop如1/u ii〕 ，モク 

マオウ（Casuanna eqiasetifoha ) ．ローソンヒノキ（C/maniaecypans 

lawsonia,司―カナレソテ煩(Coudma iny.xd ，イトスギ（a&iessims spp ) , 

ユーカリ（ルcab，たパspp ) ，メルバウ（h心m paknibanicd ，ジャイアン 

トイピルイピル（Lemicaena spp ) ，アカメガシワ（Malbotus spp.) ，タイ 

ワンセンダン（肝ella azedaracn ,ミサキノハナ（1Imimiso,s aた回，トガ 

リウソド（』加niida tiiictona)，タコノキ（Pandanus spp ) ，モルッカネム 

(Parasenen/Izes ルicatana) ,マツ（Finns spp.) ，アムラタマゴノキ 

（助Oil請as p IWWm) ，マホガニー(Sw記たma spp.) ，チーク（Tectona 

gino請り，シナノキ（乃lmaspp ) ，カヤ類(Torreya tax加lia）など。 

特用樹（つる性工芸作物を含む） サポシラ（Achras a功ota spp.) ，ヘ 

ルノキ（Agakinaniieboり ，アブラギリ（Akuntes spp.) ,カシューナッツ 

(Anacardnon occidemk) ，スオウノキ類(Caesa伽Ma putchenimd ，チャ 

(Canmellia SnmおIJ ，センナ類(Cassia spp,) Iアカキナノキ（Cmnchona 

succmnt bin) ，テリス類(Derns nncrop加bla) ，クスノキ（Cmnnamomuni 

canゆliora) ，クサギ類（Clerodendron ”ゆ功umatian ) ,ココヤシ（Cocos 

111W昨助,コーヒーノキ（CoJJ加spp ) ,アブラヤシ（Elaeis guinea,お司， 

ユカン（Emb論a功mcmna脚，パラゴムノキ（IThaca brasm庇us司,キャッ 

サバ（Man訪of spp ) ，サゴヤシ（Metroxybon sago) ,キンコウボク 

(Mic/ic/ia chanゆa加），マクワ （Mones aルα），ナツメグ（ilかnshca 
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パパ イア , へ た腐病 ココヤ シ , 黒脆病 (fm1t rot) ノモナナ , ジャワ

黒腐病 (Java blad( 1oL) サツマイモ ,茶腐病 (stem rot). ラッカ

セイ , 基+占病 (stem rot) マホガニー ,乾腐病 (peduncle rot) キ

ャ・ノサバ

発生樹種と分布 元来は熱鞘・亜熱帯性の病原菌であるか、温帯地域

においても発生報告がある。

林本 アガチス (Agα曲 sspp.), ネムノキ (A‘も‘zm spp,), アロウカリ

ア (Amzfcq""spp.), パ イパー (βのめ鷹αmm 感 服 ce"), ゴバ ンノアシ類

(助川ノzgfo」2てαα鎌奴昭司8 テリハボク (Cαわが須山}増加が〆と贈れ モク

マ オ ウ (C"Mm" 〃"8 囲 も冴吻 /′"), ロ ー ソ ン ヒ ノ キ (C 卿〃′解 c物 の?s

如 {肋 '〃鯛 ,カナ レッテ類 (Cのd′似辱 Aα), イ トスギ (Cz‘P?essとてsspp),

ユー カ リ (鼠 fご"△のむrs spp), メルバ ウ (力時雄卿 /のめαmcq), ジャ イアン

1・イピルイ ピル (膨′fcqe′m spp), アカ メガシワ (屑餌‘磯は spp.), タイ

ワンセ ンダン (屑磯αα理吻 mc′z), ミサ キノハナ 如〃〃sopsg 加増の ,トガ

リウッ ド {屑の?〃〆"′′ノ贈り′?"), タ コノキ (Pの′卿 mfs spp), モル ツカネム

(Rのれsのだ 'z街es角′cmmm), マ ツ (Pみ〃rs spp.), ア ム ラ タマ ゴ ノ キ

(鋤 o〃〆′"spz 加須α), マ ホ ガ ニー (載り顔貌 m spp.), チ ー ク (叱αの2α

gmz のs), シナノキ (n/?"spp), カヤ類 (7リフフ毎α!僻め /ぞα) など。

特用樹 (つる性工芸作物を含む) サポシラ (Ac/?msmpo 畝 spp.), ベ

ル ノキ (Agd/e 〃?"〃〃〆os), アブ ラギ リ (A/翻れ′es spp.), カシューナ ッツ

(A7m のフゼ〃“〃oα 7ば釧如/e), スオ ウノキ類 (C僻雛妙27′αβ"化加川 ''?" チ ャ

(Cqme//〆〃sme'′szs), セ ンナ類 (Cαssm spp.), ア カ キナ ノキ (Cz'に彰〃α

Mccz 溜る'〃), テ リス類 (Per 那 加の切 り′′〃), クス ノキ (Cziz'2伽 zo'〃"'〃

m 〃!P/mm), クサ ギ類 (αのり庇川畑 z?iあ “〃〃α怨め ,コ コヤ シ (Co の s

棚 c脆′都), コー ヒー ノキ (Co威如 spp), アブ ラヤ シ (硯鰹 zs那 meg 鷹 2s),

ユ カン (& 油 化口o断 cm 破却 ,バ ラゴム ノキ (月g〃細 る'偶中の′sゆ ,キャッ

サバ (屑の′〆/2of spp ), サ ゴヤ シ (n燈“傭〆のzs昭 o), キンコウポク

{脳2c/ば解じ卿〃′P欲の ,マ クワ (川の郷 α始め ,ナ ツ メグ (^あり?煎じα
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力ag,mな），コンョウ（PゆCi Slip ) ,ヒマ（RIC/ililS COIflIIIUIIIS) ，チョウジ 

(Syzj習juni a) oinaticu ) ，カカオ（T/ieobioma cacao) ,サンシS ウ類 

（乙iiit/ioxy!oii aniencaiiztni) なと。 

果樹 キウイフルーツ（Achatdat chinen,s ts) ，パラミツ（Al加mゆIts 

slip ) ，バンレイシ（山mona spp.) ，コレンシ（Aoerrhoa carainboん），パ 

パイヤ（Cci eca pゆの'a)，ンナグリ（Castanea mo//issnna) ,柑橘類(Citnis 

spp ) ，ビワモトキ（Di//enta inc/icの，カキノキ（Deospyms spp ) ，ドリア 

ン （Duno zzbet/nnus) ，ビワ （Eno加hya ja加onica ) ，リ ュウガン 

田ゅhmm ん,lgam)‘ピタンガ（El'gama a堪170同，フェイジョア（Feooa 

se//oweana ) ，イチシク （Picas canca ) ，マンゴスチン （Garcuna 

inangostana) ，インドウオトリギ（Grewia asiatica) ，クルミ類（戸管伽冨 

sp.) ,ライチー（Li/c/n c/line,零is) ,リンゴ類（M"h昭りtoes/i司 ,マンゴー 

(Mm 唇加mslip ) ，ホウライショウ（Mm薦tern c/e/zciosa) ，ゲソキツ類 

(Mnriaya spp.) ,バナナ類（Ml鳶aspp ) ，ランブータン（Nep加/nini 

spp.) ,クダモノトケイソウ（Pass承ira spp )‘アボカド（Persea 

aniencana) ,カラタチ（Poncenes ti加hata) ，オウトウ類（Pi7tiiU5Spp ) , 

グアバ（Psl請“Hi ，サクロ（Pionca gianation ) ，ブドウ（1即tis 

VI)l勇m）なと。 

花木ー緑化樹 リュウゼツラン（Agave spp ) ，ビンロウジ（んeca 

Caルc/ilり,パイプバナ（A nsto b山a inc/icd ,ムラサキソシンカ（Bau/il nia 

spp.) ,カリソサ（Canssa spp ) ，ヘンョウボク（Codiaewn vanegatitin) ' 

ナンョウソテツ（qcris enmm hり，シノソノキ（Da/be卿a sisso) ,インド 

ゴムノキ・ベンガルボダイジュ （Ficus spp ) ，クチナシ（Gw叱mα 

jasnitnoides ) ，ハコロモノキ（Grew//ca robusta) ，ブソソウゲ（Htbis cus 

spp ) ，サンタンカ（Ixora spp ) 1マツリカ（Jasiniiiion spp ) ，ビャクシ 

ン類切lnljJen鳶mti/c/lotmn) ‘ネズミモチ（L管ustiian spp.)、アメリカフ 

ウ（Liqiadanibar sty rac加m) ，ヒロウ（Lw,stona spp ) ，カンキチク 

(Mtie/iknbc誠Iapkり’cな而り、コンロンカ類（Massaenda pvndos司，ナツ 
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方鯉 沼 j7s), コシ ョウ (Pのer spp ), ヒマ (盈 cm 婚 姻“ぞmm ′s), チ ョウジ

(秒親煎りiz mo' 脇′だの ,カ カ オ (刀2の彰 o'm m 鉱 o), サ ン シ ョ ウ 類

(Zq緩んひ締め′?"川砂?堀川〃′?) な と。

果樹 :キ ウ イフル一 ツ (/に棚 血α c/〃〃e7懇 ,バ ラ ミツ (山海 cのか rs

spp), バ ン レイシ (A“〃の2αspp.), コレンシ (Aue 閉めααzm 〃わo如 パ

パイヤ (Cq〃餌加加盟 ンナグリ (C褐如 zm“7o"畑加 "),柑橘類 (Cm?fs

spp), ピワモ トキ (D濯ぎ'zmz〃〆zm), カキノキ (Dm 功切りもspp), ドリア

ン (Dmm 鑓ふ卵 zmrs), ビ ワ (E;?ooof′川 ノリ "o′zzm), リ ュ ウ ガ ン

(& 賜 2077α加 増α7m), ビタンガ (及ぼei加 減 明り焔), フェイジョア (控 り個

鱒 /′ozひmm), イ チ シ ク (Fzc′′s cのザ餌 ), マ ン ゴ ス チ ン (G の℃〃〃"

mm 増の Z伽 "), イン ドウオ トリギ (G'セwm dsm ねm), クル ミ類 (ノ昭加 7s

sp, ライチ -(L ′!c/“〆捌鋤 s2s), リンゴ類 (脳α/〃ssy/雄山 ,マ ンゴー

(脳の聡施 m spp ), ホ ウ ライ シ ョウ (屑 oizsre′“‘/e‘mom), ゲ ソキツ類

(屑〃“の 'α spp. バ ナ ナ類 (ハダ俗α spp ), ラ ンブー タ ン (~eP 庇加“?

spp. クダモノ トケイソウ (P〃ss扉om spp ), ア ボカ ド (Pの留α

伽捌 7c"〃"), カ ラタチ (Po〃"′郡′ノ帆勤郷口), オ ウ トウ類 '7‘'7zfsspp),

グア バ (凡s血 潮 z spp ), サ ク ロ (P〃mmg 那加むり}ぞ ブ ドウ (1/?f′S

Um 虎 m) な と。

花木 ・緑化樹 リュウゼツラン (A印鑑 spp ), ピンロウジ (Arec〃

m′eごね〃), パ イプバナ (A那 加わc/??"臨海 "), ム ラサ キソシンカ (β"z′/??;′なぞ

spp,), カ リンサ (Cqmm spp), ヘ ン ヨウボ ク (Cod′雄 治'印のIE容ぞ′′!′〃),

ナ ン ヨウソテツ (q ぞαsum 照 応 ), シ ノソノキ (D" あの象αs′sso), イン ド

ゴム ノキ ・ベ ンガル ボダ イ ジュ (Fzqぞs spp ), クチ ナ シ (G""/ 〃′〃"

ノαs“〃〃ひ?〆ゐ ), ハ コ ロモノキ (Gγ例′〃m 川棚諸口), ブ ッソウゲ (ル ムもc′fs

spp), サ ンタンカ (上加川 spp), マ ツ リカ (超 s助川rm spp), ビャ クシ

ン類 (ノ〃〃≠〃′7rs〃〃市扉の“'〃), ネ ズ ミモチ (友部 町 ?′“7spp.) 、ア メリカフ

ウ (L7〃′〃山“め"rs か′鑑 扉〃α), ヒ ロ ウ (Lwzs′o'z"spp ), カ ン キチ ク

(個′re/定 め沈′々" 〆"かc霞め s)、 コンロンカ類 (ハぬぬ "e;′メロカリ〃〆o鰯 ), ナ ツ
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メヤシ（Iりoena dacly'eiの，トペラ類（P'i/lospo?7 Ill twill而Sum)，プラタ 

ナス（Iコtalanus occid加labs)，プルメリア（Plumena ,ith房．パラ（Rb" 

sp )，カユンホク〔争alkodea cam加MhZ加），モモタマナ（Tenninaba 

calo 加）．カマスミ頬(V,bunnm, spp.）など． 

分布 アシア（プルネイ・中国・インド・イントネシア・イラン・日 

本・マレーシア・フィリピン・スリランカ・タイ・台湾）、オセアニア（オー 

ストラりア・フィジー・ニウエ・ノ●プアニューギニア・トンガ・西サモ 

ア・クノク附島）．アフりカ（ガーナ・ケニア・マラウイ・モウリシアス・ 

リビア・シュラレオネ・市アフリカ・タンサニ7・ウカンダ・ザンビア）. 

北米（アメリカ）、中米（パルバドス・ジャマイカ・パナマ・プ'S.ルトリ 

コ・ピクトリア・アンダマン諾島）、南米（コロンピア・ヘネズユラ〉. 

発生生態と防除対策 木病は熱弗・亜熱帯地域の二大胴枯件病害のー 

つとI-'われ、上記のように多徴の宿主樹木上に被害報告があるが、近年 

はさらに熱帯果樹の収獲後の貯蔵（ill場）病害の重要病原菌としても庄 

目されている．またこく稀れにてはあるが、本病曹のl，染によるヒトの 

目の角膜傷害が人間の真曲症のーつとして報告されている． 

本線mによる馴・枝枯枠病害の発生は、前項の赤衣病と同様に、宿主 

拍物の樹勢の強弱と間係かあり、植執地を取りまくt壌条件や気象条什 

が麟因となって発上する，例えばアカンアマンギウムの場合には、集か 

大きく枝先か距いのて、風当たりか強いところや台風が通り過ぎるとこ 

ろでは、風にゆすられて技の基都に亀裂が人り、そこから木摘菌の侵害 

かスタートし、まもなく太枝枯れや幹の胴枯れに発展する（凶版2・6). 

赤道直1の比較的風の弱いところては良く生育する樹種でも、緯度が上 

かって時に風の影管を受けるところては、業が大形て比較的枝の相いあ 

るいは長く仲長する樹種はこのようなタイプの被害を受け易い．アカシ 

アマンキウムのはかにキダチョウラクやチークなどか風の条hを考慮す 

ぺき樹種であろう． 

土壌の肥爵あるいは上地の凹凸による水分条件の良否なども早成胡秤 
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メヤ シ (躍りβ〆法" 海の 舵′"), トペ ラ類 (P′!『DSPの““"〃油由 加〃), プラタ

ナス (P‘"棚 7〃socじ破獄 "/zs), プル メ リア (P/伽溺 7"??赤 α バ ラ (Rose

sp ), カエ ン ボ ク (S撫 劫ode" 倣“zpα〃〃′〆"), モ モ タマ ナ (花 柳加須 ?α

c鰭"か の ,カマ ス ミ類 (1物〃“〃′'〃 spp,) な ど。

分布 アシア (ブルネイ ・中国 ・イン ド・イン トネシア ・イラン ・EI

本・マ レー シア・フィリピン・ス リランカ・タイ・台湾 )、オセアニア (オー

ス トラ リア ・フ ィジー ・ニウエ ・パプアニュー ギニア ・ 1・ンガ ・西サモ

ア ・ク ノク諸 島 )、アフ リカ (ガーナ ・ケニア ・マ ラウイ ・モウ リシアス ・

リビア ・シェラレオネ・南アフ リカ ・タンサ ニア ・ウカンダ・ザ ンビア )、

北米 (アメリカ)、中米 (バルバ ドス ・ジャマイカ・パナマ・プエル トリ

コ ・ピクキ・リア ・ア ンダマ ン諸島 )、南米 (コロンビア もヘ ネズエラ )。

発生生態と防除対策 本病は熱帯・亜熱帯地域の二大胴粘性病害の-

つと〒該つれ、上記のように多数の橘主樹木上に被害報告があるが、近年

はさらに熱帯果樹の収穫後の貯蔵 (市場)病害の重要病原菌としても注

目されている。またごく稀れにてはあるが、本病菌の汚染によるヒトの

日の角膜傷害が人間の真繭症の一つとして報告されている。

本病菌による胴・枝砧件病害の発生は、前項の赤衣病と同様に、宿主

植物の樹勢の強弱と関係かあり、植栽地を取りまく土壌条イ′トや気象条件

が誘因となって発生する。例えばアカソアマンギウムの場合には、葉か

大きく枝先か距いのて、風当たりか強いところや台風が通り過ぎるとこ

ろでは、風にゆすられて枝の基部に亀裂が入り、そこから不病菌の侵害

かスタートし、まもなく大枝棺れや幹の胴枯れに発展する (凶版 2‐6)。

赤道-を-!・の比較的風の弱いところては良く生育する樹種でも、緯度が上

かって--瀞こ風の影響を受けるところては、葉が大形て比較的枝の細いあ

るいは長く伸長する樹種はこのようなタイプの被害を受け易い。アカシ

アマンキウムのほかにキダチョウラクやチークなどか風の条件を考慮す

べき樹種であろう。

土壌の肥椿あるいは土地の凹凸による水分条件-の良否なども早成樹秤
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にとって樹勢に著しい影響を与える因子であり、生育の遅れるような環 

境下では本病の発生が多くなり、かつ癒合組織の形成が不十分で病勢の 

進展は急速になる。 

乾季にも葉を落とさない常緑樹では、食葉性害虫の突発的大発生によ 

る被害を受けた場合、樹勢の低下による胴枯性病害の発生かあとを追っ 

て始まることかあるので庄意を要する。 

新しい造林地や植栽園をつくる時には、近在の既有の林地や園に本病 

を含めた胴枯性病害が発生していないかとうか、また、発生していた場 

合には、どのような樹種にどのような立地環境条件下で発生しているの 

かを聞き取リ調査も含めて調へ、植栽樹種選択の参考にすることか望ま 

しい。また、一般的に自分の関与する植栽地での病害発生報告を避ける 

傾向かあるか、のちのちのことを考えるならば、なるべく詳しい発生情 

報を何らかの形で残すことが大切てある。 
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にとって樹勢に著しい影響を与える因子であり、生育の遅れるような環

境下では本病の発生が多くなり、かつ癒合組織の形成が不十分で病勢の

進展は急速になる。

乾季にも葉を落とさない常緑樹では、食葉性害虫の突発的大発生によ

る被害を受けた場合、樹勢の低下による胴粘性病害の発生かあとを追っ

て始まることかあるので作意を要する。

新しい造林地や植栽園をつくる時には、近在の既有の林地や園に本病

を含めた胴枯性病害が発生していないかとうか、また、発生していた場

合には、どのような樹種にどのような立地環境条件下で発生しているの

かを聞き取り調杏も含めて調へ、植栽樹種選択の参考にすることか望ま

しい。また、一般的に 11分の関与する植栽地での病害発生報告を避ける

傾向かあるか、のちのちのことを考えるならば、なるべく詳しい発生情

報を何らかの形で残すことが大切てある。
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